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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読みください。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品しツ外のちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグび 
内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤って 
&<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換 

異なった種類や指定し i (外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

雜フロントウインドウガラス、および運転席-助手席のドアガラスに着色フィ 
ルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげ 
るばかりでなく、違法改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を仏い、ま全運転をむびけて<ださ 
い。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を弓 I き起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲んだ 
とさも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用した D 、 装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。ノ V ンズフ U —し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[保話および点検について 


な証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（ま 
律で義務付けられています） 


A 警告 

■お テさまを柔せるときは 

おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター- 
発炎筒などでやけどしたり、 運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確なするためのま意事項や 
チヤイルドシートの取り付け方などをまとめた「チヤイルドシートの取り付け」 
(一 P . 100)をお読みください。 
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本書の中の表おについて 


[警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあ0ます。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するため必ずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれびあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し U がで知つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


[イラスト内の表示について 


0 セーフテイシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでくださし V ’ "このよラなこと 
を起こさないでください"とい5意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

に>スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
をのしています。 

〇操作後の作動（フタが開<など）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取扱い 

キ— 


お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 

スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス機能装着） 
ワイヤレス機能の作動（一 P . 39) 
曰キー（ワイヤレス機能非装着) 
H キーナンバープレート 


スマー トエントリ ー& スタートシステム装着車 

n 電モキー 

-スマートエント IJ 一&スタート 
システムの作動（一 P . 2已） 

-ワイヤレス機能の作動 
UP . 39) 

曰； > (カ ニ カルキ ー 
且キーナンバープレート 



CTH11AT013 



I メカニカルキーを使うには（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 



メカニカルキーを取り出ずには、 
解除ボタンを巧してキーを取り出 
す 

使用後はちとにわどし、電子キーと一 
緒に携帯して < ださい。電子キーの電 
池が切れたとさやスマートエント 
リー&スタートシステムび正常に作 
動しないとを、方カニカルキーが必要 


になります。 （^ P . 3已 3) 
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-1 .キーの取扱い 


口知識 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財布の中など）にイ呆菅して <ださい。万一、キー（ス 
マートエント U -& スタートシステム非装着車）またはメカニカルキー（スマー 
トエン ト 1」 一& スタートシステム装着車） を紛失した場合、トヨタ販売店でキー 
ナンバーから新しいキーび作裂でをます。（一 P . 3已 2) 

■航空機に柔るときは 

航空機にキーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッチを押さないで<だ 
さい。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単にスイッチび押されないよ 
ラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空機の運行 
に支障をおよぼすおそれびあ D ます。 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

しツ下のことをお守りください。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 

♦温度の 高いところに長時間放置しない 

♦めら したり超音波洗ミ争器などで洗ったりしない 

♦スマート エント U — &スタートシステム装着車：キーに金属製または磁気を 
帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 

♦分解し ない 

♦キー 表面にシールなどを貼らない 

♦スマート エント U -& スタートシステム装着ま：テレビやオーデイオ、電磁 
調理器などの磁気を帯びた製品や、低周波ミ台療器などの電気医療機器の近くに 
置かない 
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-1 .キーの取扱い 


A ミち意 

■キー について 

キーは電波法の認証に適合しています。必ず;欠のことをお守り下さい。 

♦電池 交換時し U 州ま、不用意に分解しないでください。分解、改造したものを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用ください。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車:認証ラベルをはびさないで 
<ださい。認証ラベルのないちのの使用は禁止されています。 

■キー を携帯ずるとさは（スマートエントリ ー &スタートシステム装着車） 

電源を入れた状態の電化製品とは 10 cm しツ上離して携帯してください。 10 cm 
け内にあると電化裂品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリー&スタートシステムの故障等で販売店に車両を持っていく 
とさは（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したとさは（スマートエントリ ー &スタートシステム装着車） 

電モキーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<なります。車 
両に付属している残りの電子キーをすべてお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売 
店にご相談ください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

スマートエントスタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯していると、巧の操作が行えまず。 
(必ず運転者が携帯してください） 



□ ドアを解錠-施錠ずる（一 P . 26) 

且バックドアを解錠-施錠ずる（一 P . 27) 
□ エンジンを始動ずる（一 P .121) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



吕已 



























































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解錠-施綻（フ□ント席ドアバンドルのみ) 



CTH12AT079 


八ンドルを握って解錠する 

ノ V ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3秒間は解錠でさません。 


ドア八ンドル表面の□ックセン 
サー部（八ンドルの< ぼみ部）に 
ふれ施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


バックドアの施綻•解綻 



バックドアオープンスイッチを巧 
して解錠する 

施綻操作後3秒間は解綻でをません。 



□ックスイツチを巧して施綻ずる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[アンテナの位置と作動範囲 


■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ（フ□ント） 

且車内アンテナ （ FF 車 U ヤ） 

Q 車内アンテナ （4 WD 車 U ヤ) 
且ラゲージルーム外アンテナ 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■作動節固（電子キーの検知エリア） 
FF 車 



4 WD 車 



:ドアの施錠-解錠時 

フ□ント席ドア八ンドル-バツ 
クドアオープンスイッチから周 
囲約70 cm 政内で電子キーを 
携帯している場合に作動しま 
す。（電子キーを検知しているド 
アのみ作動します。） 

:エンジン始動時または"エ 
ンジン スター トストッ 
プ"スイッチ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場をに作動します。 

:ドアの施錠-解錠時 

フ□ント席ドアノ V ンドル-バツ 
クドアオープンスイッチから周 
囲約70 cm 於内で電子キーを 
携帯している場合に作動しま 
す。（電子キーを検知しているド 
アのみ作動します。） 

:エンジン始動時または"エ 
ンジン スター トストッ 
プ"スイッチ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動しまず。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回) 

■拖錠でをないときは 



ドア八ンドル表面のロックセンサー部に指 
でふれてち施錠でをないとさは、てのひら 
でロックセンサー部にふれてください。 


■警告音と警告表示について 


誤操作などによる予期せめ事故や盜難を防ぐため、車内や車がで警告音び鳴つ 
た0、警告灯び点灯することびあります。警告灯び点灯した場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。（一 P . 31ス 


警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はなのよラになります。 


お化な 
言□曰 

状況 

対処方法 

車内から"ピー" 

と1回鳴る 
車外から"ピー" 

と1日秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
ま、フ□ントドアを開を、 
ドア□ックレバーを施錠側 
にしてドア八ンドルを引い 
たままドアを閉めて施錠し 
よラとした 

車内から電テキーを取り出 
したあと、再度施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


乾化な 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー" 

と10秒間鳴る 

いずれかのドアび開いてい 
るが態でスマートエント 

1」一&スタートシステム、 

ちしくは、ワイヤレス機能 
で施錠しよラとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠する 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U —& 

スタートシステムでドアを 

施錠しようとした 

車内から電テキーを取り出 
したあと、再度施錠する 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 

ストップ’’スイッチをアク 
セヴ U - モードにした（"エ 
ンジンスタートストップ’’ 
スイッチびアクセヴ1」一 

モードのとを運転席び開い 
た） 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にし 
たあと、運転席ドアを閉め 

る 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける 

シフトレバーが P 政外の状 
態で、"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを日 FF 
にせずに運転席ドアが開い 
た 

シフトレバーを P にする 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 解錠操作のセキユリティ機能 

解錠操作後、約30砂し i (内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動 
的に施錠されます。（セキユ U ティ機能で施錠されたとを、電子キーの位置に 
よって室内の作動範囲内に電子キーびあると検巧されると、再度解錠されるこ 
とびあ0ます。） 

■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両のバッテ U —あびりを防止するため、節電 
機能び働さます。 

♦なの状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあ D ます。 

-車の外約 2 m しツ内に電子キーを10分し i (上放置した。 

•已日間し U 上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった。 

♦ 14日間し:スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった場合、 
運転席し U がでの解綻びでをな<なります。この場合は、運転席のドア八ンド 
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
夕ートシステムやワイヤレスリモコン、エンジンイモビライヴーシステムび正 
常に作動しない場合びあります。（対処方法： 一 P . 3已 3) 

• 電モキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

参電モキーび、なのよラな金属製のちのに接していたり、覆われたりしている 
とを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カイ □ 

- CD や DVD などのメディア 

♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 

♦電子キーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯しているとを 

-無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器 
-他の車の電子キーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端末 （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブルゲーム機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとを 
♦充電器など電子機器の近< に電子キーを置いたとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ご留意いただをたいこと 

♦電モキーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、なのよラな場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-エンジン始動時または"エンジンスタートストップ"スイッチの切りか 
え時に、電テキーびインストルメントパネルやフ□ア上-ドアポケット- 
またはグローブボックス内などに置かれていた場合 
♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検巧されて車がからのド 
アロックび巧能になる場合びあり、電子キーび車内に開じ込められるおそれ 
びあるため注意してください。 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し U がでち施錠- 
解綻でをます。 

♦車がでもドアガラスに近い位置に電テキーびあるとをは、エンジンの始動び 
巧能になる場合びあります。 

♦電モキーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水びかかると、ドアび解錠することびあります。（ドアの開閉操作びなけれ 
ば約30砂後に自動的に施錠されます） 

♦手袋を着巧していると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 


♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行ラ 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦車がアンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にもどし、 
解綻されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

♦手袋を着けて□ックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かつたりすることびあります。その場合、手袋をはずして□ックセンサーに 
みれてください。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目し U 降はロック動作しません。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をくり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m しツ上離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください。（キーの盗難にま意してください） 

♦車内にキーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルにか 
けた場合、まがのフヴーび吹鳴することびあります。その場合は全ドアを施 
綻すれば警報はとまります。 

♦ ロックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作してください。 

■解錠時の留意事項 

参急なドア八ンドル操作や、車がアンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠されない場合びあります。その場合は、ドア八 
ンドルを一度もとの位置にもどし、解錠されたことを確認してからドア八ン 
ドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かつた D することびあります。その場合、手袋をはずして八ンドル裏面のセ 
ンヴー部にふれて<ださい。 

♦キーを携帯してミ先車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をくり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m しツ上離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください。（キーの盜難にま意してください） 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■長期間運面しないときは 

♦盗難防止のため、電モキーを車から2 m し U 上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることび 
でをます。（一 P . 378) 


■システムを正しく作動させるために 

電子キーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近付けすざないよラにして<ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正しく検知されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー開じ 
込み防止機能び働かないことをあります） 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないとをは 

• ドアの施錠-解錠： 一 P . 353 
♦エンジンの始動； 一 P . 354 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを始動' 停止するごとに車内から警告音 
び鳴ります。 UP . 317) 

♦電モキーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点なしない 

♦電池の著しい消耗を防ぐためにし U 下のよラな磁気を発生する電化製品の1 
m しツ内に電子キーを置かないで<ださい。 

• TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■電池が切れたときは 

一口' 291 

■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
とさは 

• ドアの施錠-解錠：ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを使ってドアの 
施綻' 解錯びでをます。（一 P . 39, 3已 3) 

♦エンジンの始動."エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りか 
え； 一 P ' 3已4 

♦エンジンの停止： 一 P . 122 

■販売店で設定可能な機首目 

スマートエント1」一&スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをま 
す。（カスタマイズー覧 一 P . 378) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、室内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 28) から約22 cm し U 内に近付か 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し:!がの医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認して < ださい。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施綻-解綻できまず。 

スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解綻ずる 


スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解錠ずる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 

■作動の合図 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

非常点滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよラとすると、ブヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、も5—度施錠してください。 

■ブザーの音量調舊（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

作動の合図のとをに鳴るフヴーや半ドア警告ブヴーの音量を調整でをます。 

(一 P ' 378) 

■ 解錠操作のセキユリティ機能 

解錠操作後、約30砂し i (内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

なのよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦ワイヤレスキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

♦ワイヤレスキーび金属製のちのに接したり、覆われたりしているとを 
♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦ U ヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

一 P ' 33 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ワイヤレスリモコンが正常に作動しないときは（スマートエントリ ー& スター 
トシステム装着車） 

ドア.バックドアの施錠.解錠 一 P . 353 

■電池の消耗について 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性びあります。電 
池び謂ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 291) 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

一 P ' 37 

■電池が切れたときは 

一口' 291 

■キー登録本数の確認について（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 

車両に登録されたキーの本数を確認することびでをます。詳しくはトヨタ販売 
店へご相談 < ださい。 

■販売店で設定可能な機首目 

お車によっては、ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧 一 P . 378) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

フロントドア • U ヤドア 


スマートエントリ ー& スタートシステム*やワイヤレス機能-キー • 
ドア□ックスイッチを使って砲錠•解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム* 

一 P ' 26 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 3日 

■キー 

キーを操作すると、 ドアび下記のよラに作動しまず。 

スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

n 全ドアを解錠ずる 
曰全ドアを施錠ずる 



スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施綻-解錠できまず。（一 P . 3已 3) 


■ ドア□ツクスイッチ 



n 全ドアを解綻ずる 
曰全ドアを施錠ずる 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 


















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ ドア□ックレパー 

D ドアを施錠ずる 
曰ドアを解錠ずる 

運転席ドアは、ドア□ックレバー 
び施綻側になっていてち、 車内の 
ドア八ンドルを引<と開け日れま 
す。 


1" キーを使わずに外側か5フ□ント席を砲綻ずるときは 

お M 1 1 ドア□ックレバーを施錠側にずる 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

キーびエンジンスイッチに差し込まれているとさは施錠されません。 

スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードまたはイ 
グニッション ON モードのとさや車内に電モキーび放置されているとさ 
は施綻されません。 

キーび正しく検巧されずに施錠される場合びあ0ます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I チャイルドプ□テ クター 



施綻側にずると、 U ヤ席ドアび車 
内から開かなくなりまず。 

n 解綻 
0施綻 

お子さまび車内か日 U ヤ席ドアを開 
け日れないようにでをます。両側の U 
ヤ席ドアを施綻側にしてください。 


白知識 _ 

■メカニカルキーでの施錠-解錠 

メカニカルキーを使ってドアの施錠.解錠びでをます。（一 P . 3已 3) 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 

■不正キーの使用について（スマートエントリ ー &スタートシステム装着車） 

指定のメカニカルキーし U がのキーを使用すると、キーシ U ンダーび空回りして 
解錯でさません。 

■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
ときは（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びでをます。 
(一 P ' 39, 3已 3) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使巧する 

♦すべての ドアを施錠する 

♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

特に、運転席はドアロックレバーび施錠側になっていてちドアび開くため、注 
意してください。 

♦お テさまを1」ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとさは 

傾斜地-ドアと壁などのあいだび狭い場所•強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉し 
てください。 



4已 





ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ツクドア 


バックドアは;欠の方法で砲綻-解錠および開けることができまず。 
■バックドアの施錠•解錠 
キー 

一 P' 42 

ワイヤレス機能 

一 P' 3日 

ドア□ックスイッチ 

一 P' 42 

スマートエント U —&スタートシステム* 

一 P' 27 

■車夕か5パックドアを開けるには 


バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 

バックドアオープンスイッチを巧 
した直後は、バックドアを閉める 
ことびでさません。 


バックドアオープンスイッチ 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 


I バックドアを閉めるときは 



バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引を下げ、必ず外から押して閉めてくださ 
し、。 


■バックドアび開かないとさは 

バックドアを内側から開けることびでをます。 




マイナスドライバーを使い、端からゆつく 
り手前に引いて内張りを取りはずす 

内張りはク U ップ （1 1個）で固定されてい 
ます。 

♦内張りの切り欠を(図でドライバーを挿入 
している位置）に、テープなどを卷いたマ 
イナスドライバーを挿し込み、矢印の方 
向に動かします。 

♦クリップは、ひとつずつゆっくりとはず 
してください。 

レバーを押す 



47 











































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
とさは（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びでをます。 
(一 P ' 39, 3已 3) 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのに当たったり荷物び投げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずパックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 龍こパックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

■お 子さまを柔せているとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりする 
おそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびありま 
す。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてくださ 
い。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありま 
す。 

♦半開が 態で使巧すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜地では、平坦な場所よりち 
バックドアの開閉びしにくく、急にバッ 
クドアび開いたり閉じた0するおそれび 
あります。必ずバックドアび全開で静止 
していることを確認して使用してくださ 
い。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよ5十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないでください。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ〇を険です。 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U がのアクセヴ1」一用品を取り付けないでくださ 
し、。パックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 


么ま意 


■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンバーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片-ステッカー-粘着材などの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

♦ロッ ド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U がのアクセ 
ヴ1」一用品をつけない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 



已〇 




















1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 


D 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
曰シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦シートび 乗員や荷物に当たらないよラにま意してください。 

♦背ち たれはお要し U 上に倒さないでください。 

必要し i (上に倒しすざると、事故のときに体びシートベルトの下にもぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ D ます。 

♦走行 中にシート調整をしないでください。お守りいただかないと、事故や急ブ 
レーキの際に重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦シー ト調整後はシートびをちんと固定されていることを確認してください。 



CTH13AT027 
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1- 五シート、八ンドル、 S ラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜 


ス□—プ車にお乗りの方は、別冊 r 車いず仕様車（ス□ープタイプ) 
取扱書」も併せてお読みください。 



□ ックび確実に解除されるまで 
レバーを 引いて < ださい。 


已2 









背ちたれを前に倒ず 


■操作ずる前に 

固國で シートベルトを格納ずる 

リャ中央席 

一 P' 已〇 

リヤ外側席 



手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



已3 















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■前に倒ずときは 
室内か5の操作 （ FF 車) 




□ック解除レノ（一を引きなびら、 
背ちたれを前方に倒ず 

□ックび確実に解除されるまで、レ 
バーを引いてください。 


シートクツシヨン前端を持ち上げ 
る 

シートクツシヨンの裏側に手を掛け 
て、前端を少し持ち上げて□ックを解 
除します。 


シートクッシヨン全体を前方に引 
さ起こず 
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□ック解除レバーを引をなびら、 
背をたれを前方に倒ず 

□ックび確実に解除されるまで、レ 
バーを引いてください。 


ラゲージルー ムか5の操作 （ FF 車のみ） 

ラ ゲージルーム デッキサイドのレ 
バーを引さ、背ちたれを前方に倒 
す 

D 左側と中巧席 
B ち側席 





已已 




































1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■背ち たれを前倒しするとをは 

なのことを必ずお守りください。お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦乗員 や荷物に当てないよラにする 
ラ ゲージルームから 操作するとをは特にま意する 

♦走行 中に前倒しをしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お テさまびラゲージルームに入らないよラま意する 

♦ U ヤち側席を前倒しにしているとさは U ヤ中央席のシートベルトび使用でを 
ないため、 U ヤ中央席に座らない 

♦手な どを挟まないよラにま意する 

■リク ライニング調舊について 

♦背 もたれを必要しツ上に倒さないでください。事故のとをに体びシートベルトの 
下にちぐり腹部などに強い圧迫を受けたり、肩部べルトび首にかかるなどし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦手な どを挟まないよラにミ主意する 

■背 もたれをもとの位置にもどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 

♦シー トベルトびねじれていたり、シート下に挟み込まれていないか確認する 


/ K ま意 

■背ち たれを前倒しずるとをは 

背ちたれを倒す前に、必ずシートベルトを格納して<ださい。 
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解除 

ボタン 



曰知識 


■へッドレストを取りはずずときは 



解除ボタンを押しながら取りはずしま 
す。 


D 上がる 
□ 下がる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作します。 


リヤ中央席 



1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ベッドレスト 



運転する前に 


已7 










1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■へッドレストの高さについて 

必ずへッドレストの中むび両耳のいちば 
ん上のあたりになるよラ調整してくださ 
し、。 


■ リヤ席のへッドレストについて 

使用するとをは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 



A 警告 

■ヘッド レストについて 

なのことをお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


已 S 







1- 五シート、八ンドル、 S ラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用ずるには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった0、肩か5はずれな 
いよラにして < ださい。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 

■着けち、はずしち 

n ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに差し込む 
曰ベルトを解除ずるには、解除 
ボタンを巧ず 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ 分離格納式シートベルトの着けち 



n プレート A 
且プレート巨 

"カチッ"と音びずるまで差し込み 
ます。 


分離格納式シートベルトの格納のしかた 



n バックルの解除ボタンを押 
す。 

曰キー（スマートエント U —& 
スタートシステム非装着車）、 
メカニカルキー(スマートエ 
ント U —&スタートシステム 
装着車）（一 P . 22)、またはプ 
レート巨をバックルに差し込 
む。 

シートベルトを分離.分割すると 
きは、ベルトを持ちなび5ゆつく 
りとききもどします。 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


シートベルトを格納する。 

ツ六の部分に確実におさまってい 
ることを確認してください。 


運転する前に 


61 




















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 



SRS サイドエアバッグ非装着車 

前方から強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前ちか日の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃、横転のときは通常は 
作動しません。 

SRS サイドエアバツグ装着車 


前方-側方から強い衝撃を受けた 
とき、シートベルトを引き込むこ 
とで適切な秉員拘束効果を確保し 
ます。 


前ち-側方か5の衝撃び弱いとをや、 
うしろか日の衝撃、横転のときは通常 
は作動しません。 
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口知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してち□ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 

■巧娠中の女性の場合 

医師にミ主意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已日） 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけ低 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 


■疾患のあるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着用して<ださい。 

■おテさまのシートベルトの使いち 

この車の シー ト ベル トは、 シー ト ベル トを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 100) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已巧 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■シートベルトプリテンシヨナーについて 


シートベルトプ U テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉まを衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おモさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お テさまは1」ヤ席に座らせてシートベルトを着用させるか、チャイルドシート 
を使用する 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 
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A 警告 

■お テさまをのせるときは 

おモさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
び友 D ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちがせない場合は、八ヴ5な 
どでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付きシートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート 'バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないでください。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。ラまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜.シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付をシートベルトの取り付けや取りはずし • 分解'廃棄など 
は、トヨタ販売店 1;( がでしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t : につなびるおそれびあります。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■分離 格納式シートベルトについて 

♦分離 格納式シートベルトを使巧するとを 
は、必ずプレート A とバックルを結合し 
て<ださい。結合しない状態で使用する 
と、シートベルトび十分な効果を発揮せ 
ず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 


♦ U ヤち側席を前倒しにしているとさは、 U ヤ中央席に座らないでください。 
U ヤ中央席のシートベルトび使用でをません。 



巨己 









1- 五シート、八ンドル、 S ラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいよラに調壁できまず。 


八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にずる 

位置びみ定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで < ださい。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■/\ン ドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



\_/ A \ \ \ 

、へ \ 、 CTH13AT087 




67 



























1- 五シート、八ンドル、 S ラーの調整のしかた 

インナ ー5ラー 


後続車のライトがまぶしいとさは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 



n 通常使用時 
曰防眩時 


[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 
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1- 五シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 



調整ずる S ラーを選ぶには、ス 
イッチを巧す 

D 左 

0ち 



ミラーの鏡面を調整ずるにはス 
イッチを巧す 

D 上 

且ち 
且下 
Q 左 


ドア S ラーを}各納ずるとさは 


電動格納タイプ 



ボタンを押してドアミラーを格納 
する 

わう一度巧すと、わとの位置にもど0 
ます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


マニュアル格納タイプ 



S ラーを手で後方に巧して格納ず 
る 


口知識 

■ 鏡面の角度調整の作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチが " ACC " または " ON " のとき 

スマートエントリー&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがアクセヴ U —モードまたはイグこッ 
シヨン日 N モードのとを 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
• ドア5ラーを格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
しく調整する 

■5 ラーび動いているとをは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 
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1-4. ドアガラスの開けち、閉めち 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作すると、ドアガラスを下記のよラに動かします。 

n 閉める 

□ 自動全閉（運転席のみ） X ’ 

0開ける 

□ 自動全開（運転席のみ） X ’ 

* 途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 



ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧すと、運転席 LU 外の 
ドアガラスび作動不可になりま 
す。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


白知識 

■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■エンジン OFF 後の作動（運転席のみ） 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでも、約4已秒間は 
ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作 
動しな < なります。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF にし 
たあとでも、約4已秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運 
転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 


■挟み込み防止機能（運転席のみ） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 

いとをは、運転席ドアのパワーウインドウスイッチで、下記の操作を行ってく 

ださい。 

♦車を停止し、エンジンスイッチを " ON " の状態で、パワーウインドウスイッ 
チを「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを閉めることびでを 
ます。（スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

♦まを停止し、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードの状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続 
けることでドアガラスを閉めることびでをます。 （ スマートエント U - &ス 
夕ートシステム装着車） 

♦上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の巧 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

お腳 1 I パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続け、ドアガ 
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを6秒間引を続ける 

m [司パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガ 
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける 

お Ml 3 1再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ド 
アガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 

す。し U 上の操作を行ってち反転して開じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 

を受けてください。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 •頭- 首などを挟んだり巻をこんだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラ声かけをし 
てください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあります。 

■挟み &み防止機能（運転席のみ） 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手' 腕' 頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
し、場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 
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1- 己.給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けて< ださい。 

■ 給油ずる前に 

スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOC に’にして<だ 
さい。 

スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

ドアとドアガラスを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にしてください。 

■ 給油□の開けち 



オープナーを上げて、給油口を 
開ける 


キャップをゆつ<りまわして開 
ける 



7已 


















-已.給油のしかた 



[給油□のキャップを閉めるとさは 


キャップを"カチッ"と音がずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップび逆ち向にかし 
ちど0ます。 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由するとをはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ボデーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による乂巧で燃料に弓 I 火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとをに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ <0開ける。 

キャップを開けるとさは、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けま 
す。ゆっくりと開けないと、気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返 
すおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■徹由 時のを意 

♦給 ミ由するときは給油□にノスレを確実に挿入してください。ノスレを浮かして 
継ぎ足し給油を行5と、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあ 
0ます。 

♦正常に 給ミ由できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品し U がのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-已.給油のしかた 


A ミち意 

■給油ず るとをは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン.軽ミ由-灯油-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力びほ下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1- 己.盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム"^ 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーむ外で 
はエンジンを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知 b せるためにイ 
ンジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エン 
ジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセサ U —モードまたは 
イグニッシヨン0 N モードにず 
るとシステムび解除され、イン 
ジケーターび消なしまず。 


白知識 — 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムが正常に作動しないとき 
♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なつているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

正しい運おを勢 


巧のま件にあった正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背ちたれか日 
背を離さない（一 P . 已1 ) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 已 1) 

□ 各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にずる（一 P . 已 1) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 已 7) 
且へッドレストの中央びちのい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 已 7) 

□ シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已日） 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて柔員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ 

曰 SRS サイドエアバッグ* 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ* 

(フ□ント席と U ヤ外側席麦員の主に頭部への衝撃を緩和) 
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-7. 安全にお使いいただくために 


白知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音と共に白いガスび発生します。 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグ非装着車 ：フ □ント席などだけでなくエア 
バッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ.エアバッグカバ— r ンフレ 
ーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱くなり 
ます。 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車；フロント席.フ□ントピラー ■ 1」 
ヤピラー.ルーフサイドレールの一部分などだけでなくエアバッグモジュー 
ルの各部品（八ンドルの八ブ.エアバッグカバー.インフレーター）ち数分 
間熱<なることびあります。エアバッグそのちのち熱<なります。 

♦フ□ントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変あもしない固定 
された壁に、車ま約20〜30 km / h で正面衝突した場合の衝撃の強さに巧 
当する値）し i (上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車両や標識のよラな、衝撃によって移動や変おするち 
のに衝突した場合や、もぐり込むような衝突（例えば、車両前部びもぐり込 
む、下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は 
設定値より高くなります。 

♦衝突条件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ同時に作動する場 
合びあります。 



83 





-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動ずるとき 
( SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ*) 

SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび設定値（約1.已 t 
の車両び、約20〜30 km / h のま度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の強 
さに相当する値）し:!上の場合に作動します。 

■衝突がで作動ずるとを 

なのよラな状況で車両下部に強い衝撃を受けたとさち、フロント SRS エアバッ 
グび作動する場合びあります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、柔りこえたとを 

♦ジャンプして i 也面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃-横転-またはな速での前 
ちからの衝撃では、通常は作動しません。ただし、それらの衝撃び前方への減 
まを十分に引き起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動することびあ 
0ます。 




♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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ISRS エアバックか作動しないとき 
( SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ*) 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分しツ外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイド&カーテンシールドエアバッグび作動しない場合びあります。 

• 客室部分し U がの側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 



SRS サイド&カーテンシールドエアバッグは、前方や後ちからの衝撃.横転 
または低速での側面からの衝撃では、通常は作動しません。 

>前ちからの衝突 
>後方からの衝突 
>横転 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 






♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損-変おなどびあるとを 


♦ SRS サイド&力ーテンシールドエアバッ 
グ*はふくらまなかったび、事故でドア部 
分を衝突したとを、または破損•を形な 
どびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分.ダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近び傷付いた 
り、ひび割れたり、その他の損傷を受け 
たとを 


• SRS サイドエアバッグ*び内蔵されている 
シート表面び傷付いた0、ひび割れた0、そ 
の他の損傷を受けたとさ 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグ*び内 
蔵されているフロントピラー- U 中ピ 
ラー部'ルーフサイド部び傷付いた0、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとを 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特にを険です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。お 
モさまびルさくてシートベルトを使用でをないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おモさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめします。（一 P . 100) 

•シ ートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転ち および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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A 警告 


♦ SRS サイド&カーテンシールドエアバッ 
グ装着車；ドアやフ□ント ピラー ■セン 
ター ピラー. U ヤピラー.ルーフ サイド 
レールへ寄りかからない 


♦ SRS サイドエアバッグ装着車；助手席で 
は、ドアに向かってひざをついたり、窓 
から顔や手を出したりしない 


♦ダッシュ ボード-八ンドルのパッド部分 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


♦ SRS サイド&カーテンシールドエアバッ 
グ装着車：ドア■フ□ントウインドウガ 
ラス-ドアガラス-フ□ントピラーおよ 
び U ヤピラー、ルーフサイドレール-ア 
シストグ U ップなどには何ち取り付けな 
し、（速度制限ラベルを除く -^ P . 337) 


♦ SRS カーテンシールドエアバッグ装着車；コートフックに八ンガーなどの硬い 
ちのをかけないで<ださい。 

SRS カーテンシールドエアバッグが作動したとをにおげ出されて重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 


■ SRS エアバッグについて 


1 

鑄 

S 

鏡 

V ^ Q 

ffi 

副 


i 

驗 
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A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦ SRS サイドエアバッグ装着車： SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆う 
よラなシートアクセヴ U —を使用しないでください。エアバッグび展開する 
際、アクセヴ U —び干渉するおそれびあります。そのよラなアクセヴ U —びエ 
アバッグび正常に作動するのをさまたげ、システムを不能にしたり、またはエ 
アバッグび誤って展開したりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に 
つなびるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグ非装着車: SRS エアバッグび収納されてい 
るパッド部に傷び付いていたり、ひび割れびあるときは、そのまま使用せず卜 
ヨタ販売店で交換してください。 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車： SRS エアバッグび収納されてい 
るパッド部およびフロントピラーガーニッシュ部に傷び付いていたり、ひび 
割れびあるとをは、そのまま使用せずトヨタ販売店で交換してください。 
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A 警告 

■改造. 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード•シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周辺の修 
理■取0はずし■改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車内側面部の修理-改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

子供き用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでをまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢、体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取0扱い説明書をお読み<ださい。 

• この車は2006年10月1曰施行の保安基準に適合した ISOFIX 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


1" 子供専用シートの適合性一覧表について 

■ 質量 グループについて 

ECE R44 ^の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重により 
次の 5 種類に分類されまず。 

グループ 0: 10kg まで 
グループ 0+: 13kg まで 
グループ I ： 9 ~1 8kg 
グループ n :1 已 ~2 已 k 邑 
グループの： 22 〜 36k 邑 

この本では代表的な次の 3 種類のモ供専巧シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

※ ECE R44 は、子供専用シートに関する国際法規でず。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとをなラ取り付け器具 
の記号にな0まず。 
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► ベビーシート 



ECER 44 基準のグループ0、が 
にホ目当 



ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 
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-7. 安全にお使いいただくために 


[シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 


ス□ープ車除< 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日 k 旨まで） 

X 

U 

L1 

が 

(13k 邑まで） 

X 

U 

L1 

I 

(目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

ラしろ向を X 

U 

L1 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF & 

パ- 

に 

m 

(22-36 kg ) 

UF 《- 

パ- 

に※ 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ'リーの子供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ 'U —の前向を 
子供専用シートに適しています。 

L1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G-Child に日 tether」 
に適しています。 

L2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正ジュニアシート」に適して 
います。 

X:子供専用シートを取0付けることはできません。 

^ :子供専用シートを取0付けるときは、へッドレストを取りはずしてください。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談 < ださい。 
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ス□—プ車 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日 k 邑まで） 

X 

L 1 

L 1 

0+ 

(13 k 邑まで） 

X 

L 1 

L 1 

I 

(目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

ラしろ向を X 

L 2 

L 2 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF & 

L 3-^ 

L 3^- 

m 

(22-36 kg ) 

UF & 

L 3-^ 

L 3^- 


♦ 上表に記入する文字の説明 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の前向さ 
子供専用シートに適しています。 

L 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - ChilcMS 日 tether 」 
または「トヨタ純正 NE 日 G - ChilcMS 日 baby 」 に適しています。 


L 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - ChilcMS 日 tether 」 
に適しています。 

L 3 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正ジュニアシート」に適して 
います。 

X :子供専用シートを取0付けることはでをません。 

^ :子供専用シートを取0付けるときは、へッドレストを取りはずしてください。 
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♦ 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での IS 日 FIX 対 
応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業者または 
販売業ちにご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された沉用（ユニバーサル）カテコ‘ U —のに日 FIX 
対応の前向き子供専用シートまたは「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 に 
適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取0付けることはでをません。 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 IS 日 FIX 位置 

U ヤシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(1 日 k 邑まで） 

E 

IS 0/ R 1 

X 

が 

(13 k 邑まで） 

E 

IS 0/ R 1 

X 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(目〜 18 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

臣 

に日 / F 2 

IUF 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

m 

(22 〜36喊 


(1) 

X 


[シート位置別テ供専用シートの適含性一覧表 ( ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り巧け) 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


曰知識 


■ 旧0円 X 対応チヤイルドシート固定専用バーについて 


この車に標準装備されている旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それしツがのち 
のを使用することはでをません。 

■モ巧専用シートの還が、使用について 

♦お子さまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご巧談 < ださい。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合った子供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大を<、テ供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシート ベル トを使用してください。 

■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 93) を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 


96 





-7. 安全にお使いいただくために 


■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応テ巧専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 95) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

E 3 W 1 1 I お子様の体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 呂の場合、質量グループは「0+」になります。 
(例 2) :体重び1已 k 巨の場合、質量グループは「 I 」になります。 
E 31 IMI 21サイズ等級を選択する 

m [でで確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます 。’X 

(例1 ) :質量グループび「0+」の場合、サイズ等級は 「 C 」. 「0」 - 
「 E 」 び該当します。 

(例 2) ； 質量 グループび 「I 」 の場合、サイズ等級は 「 A 」• 巧」 ' 
「日 1 」 • rc 」 • の」び該当します。 

‘ X ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の r 車両旧 0 FIX 位置」 
に「 X 」と記載されているものは選択でをません。 

モ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）モ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

’ X 表示されている位置'記号などは、商品 
により異なります。 
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-7. 安全にお使いいただくために 



(§) 

A 

( 

( 

UNIVERSAL 9 -18 kg 

g) 

)4 ホ木木木 


へ 

%? 


□ ISOFIX 対応テ供専巧シートであること 
を:す表术 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

IE3 动 I 2 I で巧認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

曰沉用（ユニバーサル）子供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であるこ 
とをあらわし、併せて、巧象となるおテ 
さまの体重の範囲び記載されています。 

□ トップ テヴー(一 P . 100) を 示す マーク 
商品の取0付け装置の位置によ0、意匠 
は異なります。 


■ 旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

低型前向を幼児用チャイルドシート 
( B - IS 0 FIX / F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を爭 L お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとを 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 

♦いったん背ちたれを前に倒し1段目の固 
定位置まで起こし、已段目の固定位置ま 
で調整する 

□ 1段目 

0已段目 

♦シートをいちばん5しろに下げる 

■キャリコットについて 

キヤ U コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し<はテ供専用シート製造業者または販売業者にお尋ね<ださい。 


A 警告 

■テ 供専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使用しないとをであっても、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦子供 専巧シートの取りはずしが必要な場含は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安をのために、チャ 
イルドシートはリヤ外側シートに取り付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書に必ず従ってください。 


ス□-プ車にお乗りの方は、別冊 r 車いず仕様車（ス□-プタイプ) 


取扱書」も併せてお読みください。 



CTH17AT238 


シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 101) 


IS 0 FIX 対応チャイルドシート 
固定専巧パ'-(一 P . 103) 

1」ヤ外側シートに装備されていま 
す。（固定専用バーび装備されてい 
ることを示すタグびシートに付い 
ています） 
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に トベルトで固定ずる 

お！1旣11 I 背ちたれの巧度を調整ずる 

FF 車 



トップテヴーアンカー 
(一 P . 1 03) 
nFF 車 
旦 4 WD 車 

テヴーべルトを固定するとをに使 
いまず。 

トップテヴーアンカーは U ヤ外側 
シートに装備されています。 


D 1段目 
曰2段目 

いったん背ちたれを前に倒し1段目 
の固定位置まで起こし、2段目の固定 
位置まで調整します。 （^ P . 巳吕） 
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-7. 安全にお使いいただくために 































-7. 安全にお使いいただくために 


D 1段目 
且3段目 

いったん背わたれを前に倒し1段目 
の固定位置まで起こし、3段目の固定 
位置まで調整します。 （^ P . 已 2) 


チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで差し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 

チャイルドシートに付属の取扱説明 
書に従い、シートベルトをチャイルド 
シートにしっか0と固定させてくだ 
さし、。 


チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ッキングク U ップ側売）を 
使用して固定する 

□ッキングク U ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ッキングクリップ品番： 
731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


4 WD 車 
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I ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで 

固定ずる 


お111111 1背ちたれの巧度を調整ずる 

FF 車 





D 1段目 
旦2段目 

いったん背ちたれを前に倒し1段目 
の固定位置まで起こし、2段目の固定 
位置まで調整します。 （^ P . 52) 


n ] 段目 
0 3段目 

いったん背ちたれを前に倒し1段目 
の固定位置まで起こし、3段目の固定 
位置まで調整します。 （^ P . 巳吕） 


へッドレストをいちばん上まで上 
げる 
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手順 


-7. 安全にお使いいただくために 






























-7. 安全にお使いいただくために 




固定専用バーの位置を確認して、 
チャイルド シー ト をシー トに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれの商品に付 
属の取扱説明書に従ってください。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テプーベルトを締める 

nFF 車 
且 4 WD 車 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっか0固定されていることを確認 
しまず。 
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手順 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に取り付けられ 
ていることを確認ずる 


■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この旧 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両のなを基準に適合する子供専用シートり S 0 FIX 対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ずおテさまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。おテさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフロントウインドウガラスや乗員、車内の装備にぶ 
つかり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦ SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ装着車：チャイルドシートに座ら 
せている場合でも、ドア.シート'フロントピラー' U ヤピラー' ルーフサイ 
ドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれかけさせないよラにし 
てください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変を険であり、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



10已 














-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの 
上、確実に取り付け、使用ち法をお守り < ださい。使用方法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦お テさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルも外せない場合は、八サミな 
どでシートベルトを切断してください。 

• シートベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チャイルド シートを左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の1」ヤ席に取り付 
けて < ださい。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 
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-7. 安全にお使いいただくために 



♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー 
卜を5しろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せて参照 
してください。 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばん5しろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SR S エアバッグはかなりの速度と 
力でふ <らむので、お守 D いただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよラに 
してくださし、お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専巧バーを使巧するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

• U ヤち側席にチャイルドシートを取り付 
けたとをは U ヤ中央席に座らないでくだ 
さし、。シートベルトとチャイルドシート 
び干渉しシートベルトび正しく着用でを 
ず、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあります。 

■チャイルド シートを使用しないときは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切な方法で確実にシートに取り 
付けてください（一 P . 101、103)。チャイルドシートを使用しない場合で 
ち、シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろしてな管する 
か、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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運起するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 110 

エンジン（イグニッシヨン） 

スイッチ（スマート 
エン H 」 一&スター K 

システム装着車） . 121 

エンジン（イグニッシヨン） 

スイッチ（スマート 
エン H 」 一&スタート 

システム非装着車） . 128 

オートマチックトランス 

S ッシヨン . 131 

方向指示レバー . 139 

パーキングブレーキ . 140 

ホーン（警音器） . 141 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 142 

表示な/警告灯 . 146 

マルチインフオ^ーシヨン 
ディスプレイ . 1已〇 


2-3. ライトのつけち- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 1已3 

フォグライトスイッチ . 158 

ワイパー&ウォッシャー 

(フ□ント) . 159 

ワイパー&ウォッシャー 

(U ヤ） . 161 


2-4. その他の走行装置の使い方 

Toyota St 曰 p & Start 


System 

(SMART STOP ).163 

クルーズコント□ール . 171 

4 WD オートモード 

スイッチ . 174 

運転を補助ずる装置 . 176 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとをのま意 . 181 

寒;令時の運転 . 183 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむがけて、巧の手順で走行してください。 

■ エンジンをかける 

一 P ' 121,128 

■発進ずる 

固圆[でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
(一 P ' 131) 

固醒司パーキングブレーキを解除ずる（一 P .140) 

固画回ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 

■停車ずる 

Eiim シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固圆1 司必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

(一 P ' 131) 

■ 駐車ずる 

固 画の シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
11 M 3 パーキングブレーキをかける(一 P .140) 

固画回シフトレバーを P にずる（一 P .131) 

お道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め^を使用してくださ 
しん 

^輪止めはトヨタ販売店で購入ずることびでをます。 
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2-1 .運転のしかた 


固画囚スマートエント U - &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
スマートエント U — &スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしてエンジ 
ンを停止ずる 

固圆互キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 


上り坂の発進のしかた _ 

固 urn パーキングブレーキをしっか 0 かけ、シフトレバーを D にずる 
因画回アクセルペダルをゆっくり踏む 

車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる 










2-1 .運転のしかた 


口知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンバーやアル5ボデー 
部に取り付けることはでをません。 

■環境に配慮した運転 



エコドライブインジケーターランプび点な 
すると、環境に配慮した運転をしているこ 
とを巧らせます。必要上にアクセルぺダ 
ルを踏むと消灯します。 

なの場合、エコドライブインジケーターラ 
ンプは作動しません。 


♦シフトレノ（一び D 1；(外のとを 


♦車をび約100 km/h liLh のとき 

♦パドルシフトスイッチ装着車：パドルシ 
フトスイッチ使巧時 

エコドライブインジケーターランプの点な 
/消打を変更することびでをます。 

レ P. 144) 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るときは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでく 
ださし、。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 おずるときは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフ レーキ 操作は緊急 
時の反庇び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで < ださ 
い。 

排気菅や排気ガスは高温にな0、可燃物び近 < にあると火災につなびるおそれ 
びありを険です。 

♦シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効さび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障につなびるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を招を事故の原因になるほ 
か、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t に至るおそれびあ0ます。す 
みやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびできなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレノ（一を N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな< な0 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 367 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーノ（ー ヒートして正常 
に機能しなくなります。 UP . 133) 

♦巧 道で止まるときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドア5ラー-インナ ー5 ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦すべての 乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
し、。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A 警告 

♦4 WD 車：オフロード走行をしないでください。 

本格的なオフロード走行を目的とした 4 WD 車ではありません。やむを得ず 
オフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれ 
びあ0ます。 

■すべりやすい 路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ' 急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
くなり、思わめ事故につなびるおそれびあ D を険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽<踏んでブレーキび正常に働<ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ〇を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。シフ 
トレバーび P または N 1；(外にあると、車び急発進し、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

■継続のに ブレーキ付おか S 警告音（キーキー音）び発生したときは（ブレーキ 
パッドウエアインジケーター) 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 
必要なときにパッドの交換び行われないと、口一夕一の損傷につなびる場合びあり 
ます。 

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗してい 
きます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、思わめ事 
故につなびるおそれびあ〇を険です。 
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A 警告 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N し U がにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どラしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

■駐車ず るとさは 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレー吿-炭酸飲料の宙などを車内に放置 
しないで < ださい。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれた0、出火する 
-プラスチックレンズ■プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ D を険です。 
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A 警告 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
い。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして乂巧につなびるおそれびあ D を険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し、陆錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死じに 
をるおそれびありを険です。 

♦排気 菅はとをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A 警告 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりもま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかから 
ないおそれちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないとをは、他の車に近付いた D しないでくださ 
しんまた、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

♦万ーエンジンび 停止したときは、ブレーキペダルをくり返し踏まないでくださ 
い。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障してち、ちラー方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強く踏む必要びあり、制動距離び長くなります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していなしが態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した ときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび苗に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあ 
りを険です。 

脱出でをないとさは、トヨタ販売店または専門業者へご連絡ください。 
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A ミち意 

■運転 中は 

•運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだ D しないでくださ 
しん運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあります。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦バ ワーステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわし 
たが態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■走行 中にタイヤだりてンクした6 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦ま両 び異常に傾く 

タイヤびパンクした場合の対処法は P . 320、332をご覧ください。 
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A ミち意 

■冠 水路走行に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店でなの点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン. トランスアクスル.トランスファ ー(4 WD 車）.デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト （4 WD 車）.各ベア U ング•各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こッシヨン)スイッチ(ストにントリスタ-トシステム装詰) 


電子キーを携帯して次の操作を巧ラことで、エンジンの始動または 
"エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切りかえることが 
でさまず。 

■エンジンのかけ方 

巨画でパーキングブレーキがかかっていることを確認する 
EUT ^ シフトレノ（一が P の位置にあることを確認ずる 

シフトレバーが P じ(外の位置にあるとエンジンを始動させること 
がでさないことがあります。 （^ P . 131) 

\ kiM \ 3 1 ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む 

スマートエント U — &スタートシステム表示灯び緑色に点なしまず。 
緑色に点灯していないと、エンジンは始動しません。 


"エンジンスタートストッブ’ 
スイッチを巧す 

エンジンが始動するまで最大30 
秒間スターターが回転しまず。 

完全にエンジンが始動するまでブ 
レーキペダルを踏み続けて<ださ 
い。 

"エンジン スター トストップ"ス 
イッチのどの モー ドからでちエン 
ジンを始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


■ エンジンの停止ち法 

固画 丘]車両を停止させる 

固画 回シフトレバーを P の位置にずる 

固]!回パーキングブレーキをかける（一 P . 140) 

旧 11 动 1 4 I ブレーキぺダ j レから足を離ず 
111 1]"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
臣耐巧 スマートエント U — &スタートシステム表示巧び消灯してし、 
ることを確認ずる 
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■ "エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を押すと、モードを切りかえることがでさます。（スイッチを押すご 
とにモードが切りかわります。） 



日 FF 《 

非常点滅なが使用でをまず。 

スマートエントリー&スタートシ 
ステム 表示灯が消灯し まず。 

アクセサ U —モード 

アクセサ U —ソケットなどの電装 
品が使用でをます。 

スマートエン ト IJ 一 & スター トシ 
ス テム表示灯び緑色にゆつくりと 
点滅します。 

イグニッション ON モード 
すべての電装品が使用でをます。 
スマートエントリー & スター トシ 
ス テム表示打が緑色にゆつくりと 
点滅しまず。 

& :シフト レバーが P 1；1外のとき 
はアクセサリーモードにな0、 
日 FF にな0ません。 
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2-1 .運転のしかた 


[シフトレバーび P じ(外でエンジンを停止したときは 

シフトレバーび P じ(外でエンジンを停止させた場合、"エンジンスター 
トストップ"スイッチのモードはアクセサ U —モードになり OFF にな 
りません。じ(下の手順で OFF にしてください。 


手順 


のパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 


手順 


互シフトレバーを P の位置にずる 


巨画互スマートエント U - &スタートシステム表示巧び緑色にゆつく 
りと点滅していることを確認し、"エンジンスタートストップ" 
スイツチを1回巧ず 


臣耐リ スマートエント U — &スタートシステム表示巧び消打している 
ことを確認ずる 


白知識 

■自動電源 OFF 機首目 

車を停車しシフトレバーを P の位置にして、1時間し:アクセヴ U —モードか 
イグニッシヨン ON モードにンジン始動していない状獻にしたままにして 
おくと、"エンジンスタートストップ’’スイッチび自動で OFF になります。 
ただし、自動電源 OFF 機能は、バッテ U - あびりを完全に防ぐものではありま 
せん。エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放 
置しないで < ださい。 

■ "エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

"エンジンスタートストップ"スイッチを操作する際は、短く確実に押してく 
ださい。確実に押せてない場合は、モードの切りかえやエンジンの始動びでを 
ない場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

■電子キーの電池の消耗について 

一 P' 37 

■スマートエントリ ー& スタートシステムび正常に働かないおそれのある状況 

一 P' 33 
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2-1 .運転のしかた 


■ご留意いたださたいこと 

一 P' 34 

■エンジンが始動しないとさは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

( 一 P' 79) 

シフトレバーび P の位置にあるか確認して 
ください。エンジンを始動するとをに、シ 
フトレバーび傾いた0、 P (がの位置にす 
るとステア U ングロック機能び作動しエン 
ジンを始動することびでさないことびあり 
ます。スマートエント U — &スタートシス 
テム表示なび緑色に速<点滅します。 


"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉する 
と、ステア U ングロック機能により八ンドルび固定されます。"エンジンスター 
トストップ"スイッチを操作すると、ステア U ングロックは自動で解除されま 
す。 

■ステアリング □ ックび解除できないときは 

スマートエント U — &スタートシステム表 
示なび緑色に速く点滅します。シフトレ 
バーび P の位置にあることを確認して、八 
ンドルを左ちにまわしなびら再操作してく 
ださい。 


■ステアリング□ックモーターの才ーパ‘ーヒート防止について 

短時間にエンジンの始動-停止を繰0返すと、モーターのオーバーヒート防止 
のために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてください。10 
秒程度でちとの状態にもどります。 




■ステアリング□ツクについて 



1吕已 
















2-1 .運転のしかた 


■スマートエントリー&スタートシステム表示なが黄色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■電子キーの電池が切れたとさは 

一 P. 2白2 

■カスタマイズ機能でスマートエントリ ー& スタートシステムをキャンセルした 
とさは 

一口' 3已4 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

エンジンの停止などで車両滑走状態になったとさは、車両び安全な状態で停止 
するまでドアを開けたり、ロック操作をしたりしないでください。ステアリン 
グロック機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止方法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを3秒し i (上押し続けるか、素早く 3回し:!上連続で押してください。 

ただし、緊急時し U 外は走行中に"エンジンスタートストップ’’スイッチにふれ 
ないでください。走行中にエンジンを停止してち八ンドルやブレーキの操作は 
可能ですび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとブレーキの操 
作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して<だ 
さい。 
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2-1 .運転のしかた 


么 ミち意 


■バッ テリーあびりを防止ずるために 

♦エンジンび かかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ U —またはイグニッション ON モードにしたまま長時間放置しな 
いで < ださい。 

♦スマー トエント U - &スタートシステム表示なび消なしていない場合、"エン 
ジンスタートストップ’’スイッチび OFF になっていません。"エンジンス 
タートストップ"スイッチを OFF にしてから車両を離れてください。 

♦シフ トレバーび P しツ外でエンジンを停止させないでくださし、シフトレバーび 
P しツ外でエンジンを停止させた場合、"エンジンスタートストップ’’スイッ 
チびアクセヴ U —モードとなるため、そのまま放置するとパッテ U —あびりの 
原因となります。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 

■"エンジン スタートストップ"スイッチの操作について 

"エンジンスタートストップ’’スイッチ操作時に引っかかりなどの違和感びあ 

るとをは、故障のおそれびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡くださ 

い。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こッシヨン)スイッチ(ストにントリ -& スタ-トシステム巧装詰) 


■エンジンのかけ方 

111でパーキングブレーキがかかっていることを確認ずる 
固圆[互シフトレバーが P の位置にあることを確認する 
固画!可 運転席に座ってブレ~キペダルをしっかり踏む 
固画互エンジンスイッチを " START " の位置にまわす 

■エンジンスイッチの位置の切りかえ 

□ " LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング□ックがかか0 
ます。 

-シフトレバーの位置び P のと 
を、キーを抜を挿しすることが 
でをまず。 

且 " ACC " 

アクセサ U —ソケットなどの電装 
品が使用でをます。 

□ " ON " 

すべての電装品が使用でをます。 

□ " START " 

エンジンが始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 


■キーを " ACC " から " LOCK " にまわずには 


お M 11 シフトレバーび P の位置にあることを確認する 

キーを押し込みなびら "LOCK" までまわす 



■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア U ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチをまねしてください。 


I キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび "ACC " または " LOCK" のとを、運 
転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを "LOC ににしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 "ACC" にしてください。走行中にエンジン 
び停止すると思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


A ミち意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかつていないとをは、エンジンスイッチを "ACC " または " ON" 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦一度に 30砂し i (上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランス5ッシヨン 


状況に応じてシフトポジションを選択してください。 
■シフトレバーの動かし方 


1 NZ-FE エンジン搭載車 



スマートエント U -& スタートシステム非装着車：エンジン 
スイッチび " ON " の状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操 
作しまず。 


スマートエント U -& スタートシステム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチびイグニッション ON モードの巧 
態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全 
に止めてか日行ってください。 
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2-1 .運転のしかた 


1 NR - FE エンジン搭載車 



<4-スマートエント U-& スタートシステム非装着車：エンジン 
スイッチび "ON" の状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操 
作しまず。 


スマートエント U-& スタートシステム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチびイグニッション ON モードの巧 
態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全 
に止めてか日行ってください。 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

1NZ-FE エンジン搭載車 

1NR-FE エンジン搭載車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行 

M 

7速スポーツシーケンシャ 
ルシフトマチックモード 
走行 

(一 P . 1 34) 


S 

巨 

^ 一 ^^ 

坂道走行 

急な下0巧走行 


A 燃費向上や騒音の低減のために、通常時は D ポジションを使用してください。 

■ 走行モードの選択 （1 NZ - FE エンジン搭載車） 

スイッチを巧ず 



カーブのをい山道や高まで走行す 
るときに適しています。スイッチ 
を押ずと、六ーター内の SPORT 
モード表示灯が点灯しまず。 

わラー度スイッチを巧すと通常走 
行モードへもどります。 
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2-1 .運転のしかた 


1 7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切りかえ 
(1 NZ-FE エンジン搭載車） 

パドルシフトスイッチ巧装着車 

シフトレノ（一を M の位置にして、シフトレノ（一を操作しまず。 

n シフトアップ 
且シフトダウン 

シフトレバーを操作ずるごとに1 
速ずつ変速しまず。 

1〜7のあいだで選択されている 
変速段びメーターに表示されま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


パドルシフトスイッチ装着車 

シフトレバーを M の位置にして、シフトレバーまたはパドルシフトス 
イッチを操作します。 


_ CTH21AT050 

M ポジションで走行しているとさでを、エンジン回転数び上びりずざそ 
ラなとさ、または下び0ずざそラなとさは、自動的に変速段び切りかわ 
る場合びありまず。 

■変速段機能 

• エンジンブレーキカは、7段階から選択び可能でず。 

• シフトレンジの数字びルさい方びエンジンブレーキカは大さくな 
り、エンジン回転数ち高くなりまず。 



n シフトアップ 
且シフトダウン 

シフトレバーを操作ずるごとに1 
速ずつ変速しまず。 

1〜7のあいだで還択されている 
変速段びメーターに表示されま 
す。 



13已 
























2-1 .運転のしかた 


I - 時的なスポーツシーケンシャルシフトマチックモードについて（パド 
ルシフトスイッチ 装着車） 

シフトレバーを D の位置で走行中、パドルシフトスイッチを操作ずるこ 
とにより任意の変速段を選択ずることびでさまず。この場合、シフトポ 
ジシヨン-変速段表示巧に D び点灯し、変速段び表示されまず。 



n シフトアップ 
曰シフトダウン 

シフトレバーを操作ずるごとに1 
速ずつ変速しまず。 

1〜7のあいだで遇択されている 
変速段びメーターに表示されま 
ず。 


■変速段機能 

一 P' 13已 


口知識 

■ 7 をスポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時の変を段表示 
(1 NZ - FE エンジン搭載車） 

実際の変速段はメーターに表示されます。 

■クルーズコント□-ル*を使用して走行しているとき 

M ポジション走行時に M 目 -M 己- M4 へシフトダウンしてもエンジンブレーキ 
は効さません。 

パドルシフトスイッチ装着車； D ポジション走行時、パドルシフトスイッチを 
操作することにより D 目己 •D4 へ変速してもエンジンブレーキは効きません。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





























2-1 .運転のしかた 


■シフトレバーを P か6シフトできないときは 

一口' 3已1 

■シフトレバーを M にしたあと、シフトポジション•変を段表示なの M が点滅し警 
ちブザーが鳴ったとさは (1 NZ - FE エンジン搭載車） 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 

■ M ポジションで走行中に停車したときは （1 NZ - FE エンジン搭載車） 

-停車すると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

-停止後、走行するとをは Ml からの発進となります。 

-停止時は Ml に固定されます。 

■ D ポジションでの一時のなスポーツシーケンシャルシフトマチックモードの解 
除（パドルシフトスイッチ装着車） 

しツ下のとを、 D ポジションでの一時的なスポーツシーケンシャルシフトマチッ 
クモードは解除されます。 

♦車両停止状態のとを 

• 同一変速段で、アクセ j レペタ V レを一定時間し U 上踏み続けたとを 
♦パドルシフトスイッチの" +" 側を一定時間し:! 上 押し続けたとを 
♦アクセルペダルを大をく踏み込んだとを 

■シフトダウン制限警告ブザー （ 1 NZ - FE エンジン搭載車） 

7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時、ま全や走行性能を 
確保するため、シフトダウン操作には制限びあり、シフトレバーやパドルシフ 
トスイッチを操作してもシフトダウンでをない場合びあります。（このとをブ 
ヴーび2回鳴ります。） 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び、横すベりやスピンの原因になりますので注意して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 


レノ（一操作によ0、次のよラに運転者の意思を表示ずることびでさま 
す。 

n 左折 
0ち折 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側方向指示 
灯び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離ずまで、ち側ち向指示 
なび点滅します。 


白知識 

■作動を件 

スマートエント U-& スタートシステム非装着車：エンジンスイッチび "ON" 
の位置のとを 

スマートエント U-& スタートシステム装着車："エンジンスタートストップ" 
スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ 表示なの点滅び異常にをくなったとさは 

ち向指示好の電球び切れていないか確認して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



パーキングブレーキをかけるに 
は、ち足でブレーキペダルを踏 
みなび日、左足でパーキングぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込む 
(再度踏み込むと解除される） 


白知識 

■を季のパーキングブレーキの使巧について 

r 寒;令時の運転」（一 P. 183)の記載を参照してください。 


A ミち意 
■走行 前のを意 

バーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



口知識 

■/\ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P. 曰 7) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 



毎分のエンジン回転数を示します。 

曰スピード >(ーター 

車両の走行速度を示します。 

且外気温表 

-^P. 239 

□ 燃料計 

燃料残量を示します。 

且表お切りかえボタン 

-^P . 143 

且オド ーター、卜 U ップ ーター、マルチインフォ y —シヨンディ 
スプレイ 
^ P .143. 1已日 

□ 時計表お 

-^ P . 238 

Q 時計表示調整ボタン 

-^ P . 238 


142 
























2-2. メーターの 見ち 


I 表示の切りかえ 


ボタンを巧ずごとに表示び切0か 
わりまず。 


走行した総距離を表示します。 

〇 0000〇 
0 D 0 ヴし1ヴヴヴむ 

km ノ 


■ トリップメーター 

U セットしてからの走行距離を表おしまず。区間距 
離は、卜 U ップ A- 卜 U ップ目の2種類で使い分け 
ることびでさまず。 

卜 U ップメーター表示中に表示切0かえボタンを巧し続け 
ると、走行距離を0にちどします。 


■ アイドリングストップ時間* 

一 P' 1已1 

■ 総アイドリングストップ時間* 

一 P' 1已1 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




■オド メーター 
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2-2. メーターの 見ち 


■ 瞬間燃費 

一 P ' 1已2 

■平均燃費 

一 P ' 1已2 

■航続可能距離 

一 P ' 1已2 


[エコドライブインジケーターランプユーザーカスタマイズ画面 



エコドライブインジケーターラン 
プの点打/消巧を変更ずるには、 
エコドライブインジケーターラン 
プユーヴーカスタマイズ画面表示 
中に、表お切りかえボタンを巧し 
ます。 


エコドライブインジケーターランプ 
ユーヴーカスタマイズ画面はオド 
メーターが表示中に、表示切0かえボ 
タンを押すと表示されます。表示が切 
りかねるまでボタンを押し続けてく 
ださい。 


白知識 

■メ—夕—.ディスプレイの作動を件 

スマートエント U — &スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチが "ON " のとさ 

スマートエント U — &スタートシステム装着車： 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
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2-2. メーターの 見ち 


A ミち意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

参タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦高 水温警告なび点滅-点なしたとをは、オーバーヒートのおそれびあるので、 
ただちにま全な場所に停車して < ださい。完全に;令えたあと、エンジンを確認 
してください。（一 P. 3己 2) 


運転するとをに 


14已 





2-2. メーター の見方 

表示巧/警告巧 


メーター内-ダッシュボード上の表示'灯-警告'灯でお車の状況をお知 
5せしまず。 

■ メーター 
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2-2. メーターの 見ち 


表示口 

システムの作動状況を表示しまず。 


ぐ令 


菊） 


〇 


る 


ち向指示表示打 
(一 P ' 139) 

へッドライト上向さ表示の' 
UP . 153) 

フ□ントフォグライト表示 
口* UP . 158) 

エンジンイモビライヴーシ 
ステム表示な* (一 P . 7目） 

スマートエント U — &ス 
タートシステム表示な* 


(緑色） （^ p . 121) 


AUTO 


の 


4 WD オートモード 
表示灯* UP . 174) 

SPORT モード表示灯4 
UP . 133) 


Stop & Start 表示口3 
UP . 163) 


《2 


が一 


TRC 

OFF 


A 

OFF 


の 


SET 


( 点滅） 


竊 


エコドライブインジケー 
ターランプレ R 1 12) 

低水温表示灯 

TRC OFF 表示打* 

(^ P . 1 77) 

VSC OFF 表示灯# 

(一 P . 1 77) 

クルーズコント □ ール表示 
口* (一 P . 171) 

" SET " 表示な* 

(^ P . 171) 

ス U ップ表示な* 

(^ P . 1 77) 

Stop & Start キャンセル 
表示な* (^ P . 163) 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーターの 見ち 


シフトポジション表示な* 
(^P. 131) 


UP. 131) 

紅3 エアサスペンション 
インジケータ* 

作動確認のためにエンジンスイッチを "ON" にずる（スマートエントリー 
&スタートシステム非装着車）または"エンジンスタートストップ"ス 
イッチをイグニッシ ョン 日 N モードにする（スマートエントリー&スター 
トシステム装着車）と点丹し、数砂後またはエンジンをかけると消灯しま 
す。点灯しない場合や点打したままのとをは、システム異常のおそれびあ 
0まず。 

トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 

& 2エンジン冷却水温が低いとを点打します。 

別冊「幸いず仕様車（ス□ープタイプ）取扱書」を参照<ださい。 



:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーターの 見ち 


I 警告打 

万一のシステム異常などを警告します。 (^ P . 313) 


(©) 

口 



o 

が 

(©) 

ホ※] キ※1 ホ※] ホ 

@! 

固 

4 WD 

P 

の 

を 

曲 


(点滅） 


本※1《2 ネ※3 

ぶ竊1^^ 


(点滅）（黄色） 

] 作動確認のためにエンジンスイッチを " ON " (スマートエント U -& ス 
タートシステム非装着車）または"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをイグニッシ ヨン 日 N モード（スマートエント I 」一&スタートシステム 
装着車）にずると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。 
点灯しない場合や点灯したままのとをは、システム異常のおそれがあ0ま 
ず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

i 2点灯した場含はシステムが非作動であることを示し、点滅した場合はシス 
テム異常のおそれびあ0まず。 

3黄色に点滅した場をはシステム異常のおそれびあ0ます。緑色に速<点滅 
した場合はステアリング□ックが解除でをていないことを示しまず。 


A 警告 


■をを 装置の警告なび点なしないとをは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告なび、エンジンを始動してち点 
灯しない場合や点灯したままの場合は、事故にあったとさに正しく作動せず、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。ただちに 
トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 

* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーター の見方 

マルチインフオメーシヨンディスプレイ 


マルチインフ ォメーシヨ ンディスプレイは、走行に関ずる様々な情報 
を表示しまず。 

♦オドメーター(一 P . 143) 

• トリップメーター 
(一 P ' 143) 

• 卜 U ップインフォメーシヨン 

(^ P . 152) 

アイド U ングストップ時間*、航続 
巧能距離や燃費など、走行に関す 
る情報を表示します。 

♦エコドライブインジケーター 
ランプユーザーカスタマイズ 
画面 

(一 P . 144) 


[表示切りかえ 


ボタンを巧ずごとに表示び切りか 
わりまず。 




巧0 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 

















































2-2. メーターの 見ち 


■オド メーター 

一 P ' 143 

■ トリップメーター 

一 P ' 143 

■ アイドリングストップ時間= 


88888 S 


エンジンスイッチを " ON " から " LOCK " (スマー 
トエン ト U -& スタートシステム非装着車） または 
"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
シヨン ON モードから OFF (スマートエント U -& 
スタートシステム装着車）にずるまでのアイド U ン 
グストップ時間 （Stop & Start システムによるエ 
ンジン停止時間）を通算で表おしまず。 


総アイドリングストップ時間= 


ECOODO 


SS 谷 S 公 S 


U セットしてからのアイド U ングストップ時間 
(Stop & start システムによるエンジンの停止時 
間）を通算で表示します。 

U セットするには、総アイドリングストップ時間表示中に 
表示切0かえボタンを1秒政上押します。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーターの 見ち 


■ 瞬間燃費 


10,5 

km/L ソ 


平均燃費 


IO.S 

km/L . 


現在の瞬間燃費を表示 


U セツトしてからの平均燃費を表示 

- U セツトするには、平均燃費表示中に表示切0かえボタ 
ンを巧し続けます。 

-表示される平巧燃費は、参ちとして利用してください。 


■航続可能距離 


RANGE 

3SS 

_ km 一， 


現在の燃料残量で走行でさる、およその距離を表示 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出される 
ため、表示される距離を実際に走行でさるとは限0ませ 

-燃料給油量が少量の場合、表示が更新されないことがあ 
0まず。 


A ま意 

■低温 時の画面表术について 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切0かえが遅れる場合があ0ます 
ので、車内を暖めてください。 


巧2 




















2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ライトスイッチ 


自動または手動でへッドライトなどを点！打できまず。 



• 車幅な-尾な-番号灯 • 
メーター照明を点な 

呈〇上記ライトとへッドライ 
卜を点打 

AUTo "^ 〜ッド'ライト、車幅なな 
どを自動点な-消な 
(エンジンスイッチび 
" ON " (スマートエント 
U —&スタートシステム 
非装着車）または"エン 
ジンスタートストッ 
プ"スイッチびイグニッ 
シヨン ON モード（ス 
マートエント U — &ス 
タートシステム装着車） 
のとさ） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


[八イビームにずる 



CTH23AT015 


n ライト点打時八イビームに切り 
かを 

レバーを もとの位置へもどすと □一 
ビームに ちど0ます。 

且レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点灯 

ライトび消なしていてち、八イビーム 
び点なしまず。レバーを離ずと、□- 
ビームにちどる、または消なします。 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさまず。 



n 上向さに調整 
曰下向をに調整 


巧4 



































2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


■目盛り設定の目を 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

スロープ車除< 

ス □-プま 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

0 

全柔員 

なし 

1.己 

0 

全柔員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

2.5 

0 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

4.0 

0.5 


曰知識 


■ライトセンサー(コンライト装着車） 

センサーの上にちのを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な-消灯機能び正常に 
働かな< な0ます。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


■ライト消し忘れ防止機能（コンライト装着車） 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチを "LOCK" にして運転席ドアを開けると、へッドライトと尾 
灯び消なします。 

再びライトを点灯する場合は、エンジンスイッチを "ON" にするか、一度ライ 
トスイッチを OFF にもどし、再度参または iD の位置にします。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチを OFF にして運転席ドアを開ける 
と、へッドライトと尾灯とフロントフォグライト*び消なします。 

再びライトを点なする場合は、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイ 
グニッシヨン ON モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 
• または iD の位置にします。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数-荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ライト消し忘れ警告ブザー 

へッドライト-尾灯び点灯している状態で運転席ドアを開けると、ランプ類の 
消し忘れを警告するフヴーび鳴ります。 


1已6 



2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


■節電機能（コンライト装着車） 

車両のバッテ U- あびりを防止するため、エンジンスイッチを "LOCK" (スマー 
トエン ト U-& スタートシステム非装着車） または"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF (スマートエント U-& スタートシステム装着車）の 
状態でへッドライトまたは尾灯び点なしている場合、節電機能び働き約20分 
後にすべてのライトび自動消灯します。 

し U 下のいずれかを行った場合、節電機能は解除されます。 

-エンジンスイッチを "ON" (スマートエント U-& スタートシステム非装着 
車）または"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン 
ON モード（スマートエント U-& スタートシステム装着車）にしたとを 
-ライトスイッチを操作したとさ 
-ドアを開閉したとを 

■販売店で設定可能な機首目 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P. 378) 


A ま意 

■バッ テリーあげりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点打しないでください。 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

フォグライトスイッチ* 


雨や霧などの悪天傾下での視界を確保しまず。 



D 消灯ずる 
曰点灯ずる 


白知識 
■点な条件 

へッドライトまたは車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 


巧8 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 















2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


次のよラにレノ（一を操作して、ワイパーの作動を選択しまず。 



n 間欠作動 （ INT ) 

曰低速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ MET ) 



曰ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 

















2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


□知識 

■作動を件 

スマートエント U-& スタートシステム非装着車：エンジンスイッチび "ON" 
のとを 

スマートエント U-& スタートシステム装着ま："エンジンスタートストップ" 
スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウオッシヤー液量び不足していないのにウオッシヤー液び出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 


A ま意 

■フ □ントウインドウガラスが乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったとさは 

ノズルびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 


次のよラにレバーを操作して、ワイパーの作動を選択します。 

D 通常作動 

曰ウォッシャー液を出す 

(ワイパー作動中） 

且ウォッシャー液を出す 

(ワイパー停止中） 


白知識 
■作動を件 

スマートエント U-& スタートシステム非装着車：エンジンスイッチが "ON" 
のとさ 

スマートエント U — &スタートシステム装着車："エンジンスタートストップ" 
スイッチがイグ こッシヨン 日 N モードのとさ 

■ウォッシャー浪び出ないときは 

ウオッシャー液量が不足していないのにウオッシャー液が出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検して<ださい。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


A ミち意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ノズルびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

Toyota Stop & Start System (SMART STOP) * 


赤信号や交差点などの一時的な停車中、燃費向上やアイドリング騒音 
ほ下のため、エンジンスイッチ（スマートエントリ ー& スタートシス 
テム非装着車）または"エンジンスタートストップ"スイッチ（ス 
マートエントリ ー& スタートシステム装着車）を操作ずることなく、 
ブレーキペダルまたはシフトレパーの操作によってエンジンを停止- 
再始動させるシステムでず。 

■ D • S レンジアイドリングストップ 
エンジンび停止ずる 

シフトレバーを D または S で走 
行中、 ブレーキ ペダルを踏み車 
両を完全に停止させると、エン 
ジンび自動的に停止ずる 

エンジンび停止し、 Stop & Start 
表示なび点なします。 


エンジンが再始動ずる 

ブレーキペダルか日足を離ずと、エンジンび再始動ずる 
エンジンび再始動し、 Stop & Start 表示なび';肖なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ P • N レンジアイドリングストップ 
エンジンび停止ずる 

因匿でブレーキペダルを踏み、車両を完全に停止させる 



シフトレバーを P または N にず 
ると、エンジンび自動的に停止 
する UP . 131) 

エンジンび停止し 、 Stop & Start 
表示なび点なします。 


エンジンび再始動ずる 

ブレーキペダルを踏んだままシフトレバーを D • S •日 . R のいずれ 
かにずると、エンジンび再始動ずる（一 P .131) 

エンジンび再始動し 、 Stop & Start 表示打びミ肖打します。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[stop & Start システムを非作動にずるには 


Stop & Start システムを非作動 
にずるにはスイッチを巧ず 

Stop Si Start キャンセル表示灯が点 
灯します。 

わラー度スイッチを押すと、作動可能 
状態にもどります。 


■ stop & Start キャンセルスイッチを巧したとき 

参 Stop & Sta けシステムによるエンジン停止中 、 Stop & Sta けキヤ 
ンセルスイッチを巧ずとエンジンび再始動しまず。 

参 Stop & Start システムび非作動のとき、もう一度 Stop & Start 
キャンセルスイッチを巧ずと 、 Stop & Start システムび作動巧能 
状態にもどりまずび、エンジンは停止しません。 

次に車両び停止したとさに （Stop & Start システムび作動巧能状 
態にちどる ）、 Stop & Sta けシステムによって、エンジンび停止 
します。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 坂道発進補助機能 （D • S レンジアイドリングストップ) 

Stop & Start システムによって坂道でエンジン停止後の発進の際、ブ 
レーキペダルを離してエンジンを再始動し駆動力び発生ずるまでのあい 
だ、ブレーキ油圧（ブレーキの効さ）を一時的に保持して車両び後退ず 
るのを抑制し坂道発進を容易にしまず。 

駆動力び発生ずると、保持していたブレーキ油圧（ブレーキの効さ）を 
自動的に解除しまず。 


白知識 
■作動を件 

♦なのを件びすべて満たされたとを、 Stop & Start システムび作動可能状態 
になります。 

-エンジンび十分暖まっているとを 
-バッテ U —状態（充電•温度など）び良好であるとを 
-運転席ドアび閉まっているとを 
-運転席シートベルトを着用しているとを 
-ボンネットび閉まっているとを 
-アクセルペダルを踏んでいないとを 
-シフトレノ（一び R • B じIがのとを 

♦なの状況では、 Stop & Start システムによるエンジン停止び行われない場 
合びありますび、異常ではありません。 

-エンジン;令却水温やトランス5ッシヨン油温び低いとを、または高すざる 
とを 

-車内温度び高いとさに、エアコンを使用しているとを 
-バッテ U —び十分に充電されていないとを、および定期的な充電中 
-巧おなどで、断続的に停車するとを 
. ブレーキペダルを踏む力び弱いとを 
-勾配び急な坂道で停車したとを 
-ブレーキ倍力装置の負圧びほ下したとを 
-消費電力び大をいとを 
-標高び高いとを 


16巨 










2-4. その他の走行装置の使いち 


♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中、次のときはエンジンが自動 
的に再始動する場含があります。 

-ポンピングブレーキをする、またはブレーキペダルをさらに強く踏み込ん 
だとを 

-エアコンを使用しているとさ、またはオンにしたとを 
-バッテ U —が十分に充電されていないとを 
-傾斜などで車両が動を出したとを 
-アクセルペダルを踏んだとを 
-消費電力が大さいとを 
-運転席ドアを開けたとを 
-運転席シートベルトをはずしたとを 

♦次の状況では 、 Stop & Start システムが作動するまでに時間がかかる場含 
があ0ます。 

-バッテ U —が放電しているとさ 

. バッテ U —交換などにより、バッテ U —端テをはずしたあと 
-エンジン冷却水温が低いとさ 

■ Stop & Start システムの自動再開 

Stop & Start システムを Stop & Start キャンセルスイッチによって非作動に 
していても、一度エンジンスイッチを " LOCK " にまわして3秒攻上保持して 
から " START " にまわす（スマートエント U -& スタートシステム非装着車) 
または"エンジンスタートストップ"スイッチを日 FF にして3砂し U 上経過し 
てからイグこッシヨン日 N モードにする（スマートエント U — &スタートシス 
テム装着車）ことによって 、 Stop & Start システムは自動的に作動可能状態に 
ちど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ stop & Start システム巧護機能 

大音量でオーディオを使用しているとを 、 Stop & Start システムを保護するた 
めにオーディオを自動的にオフにする場合びあります。 

そのよラな状態になった場合は、エンジンスイッチを " LOCK " にまねして、 
3砂し U 上な持してから " ACC " または " ON " にまわす（スマートエント U -& 
スタートシステム非装着車）または"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にして3砂!;(上経過してからアクセヴ U -モードまたはイグニッシヨン 
ON モードにする（スマートエント U -& スタートシステム装着車）ことによっ 
てオーディオを再開させて < ださい。 

■ボンネットを開けたとさは （D . S レンジアイドリングストップ） 

Stop & Start システムによるエンジン停止中にボンネットを開けた場合、エン 
ジンは自動で再始動しません。エンジンスイッチ（スマートエント U -& スター 
トシステム非装着車） または"エンジンスタートストップ"スイッチ（スマー 
トエン ト U -& スタートシステム装着車） でエンジンを始動させてください。 

■巧道発進補助機能について （D • S レンジアイドリングストップ） 

♦勾配び急な上りあでは、坂道発進補助機能び解除されたあと、車両び後退す 
ることびあります。このよラな場所では、パーキングブレーキをかけたり、 
ブレーキぺ夕 V レを操作して発進してください。 

♦坂道だけでな<、平坦な場所でち作動します。 

• Stop & Start システムによるエンジン停止中に、ブレーキペダルの踏力び 
かわる場合びあ D ますび、異常ではありません。 

■ Stop & Start システムについて 

Stop & Start システムは赤信号や交差点などの一時的な停車のときに使用し、 
長時間停車する場合などには、エンジンを停止してください。 

■警告ブザーについて 

Stop & Start システムによるエンジン停止中、なのようになったときは警告ブ 
ヴーび鳴ると同時に Stop & Start 表示なび点滅します。 

♦ D • S レンジアイド U ングストップ；運転席ドアび開いたとを 

♦ブレーキペダルを踏んでいない状態で、シフトレバーを P または N 1；(がにい 
れたとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ stop & Sta けキャンセル表示なが点滅したままのときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 

■ Stop & Sta けシステムによるエンジン停止中のエアコンについて 

Stop & Start システムによるエンジン停止中、エアコン（を房.暖房.除湿機 
自巨）びオフになり、送風になります。エアコンびオフにならないようにするに 
は 、 Stop & Start キャンセルスイッチを押し 、 Stop & Start システムを非作 
動にしてください。 

■ Stop & Sta けシステムによるエンジン停止中、ウインドウガラスび量ったとき 

Stop & Start キャンセルスイッチを押してエンジンを再始動してください。そ 
してエアコンを作動させ、曇りを取ってください。（一 P . 188、 194) 
断続的にウインドウガラスび曇るときは 、 Stop & Start キャンセルスイッチを 
押し 、 Stop & Start システムを非作動にしてください。 

■アイドリングストップ時間表示と総アイドリングストップ時間表示 

一口' 1已1 

■バッテリーを交換ずるとを 

装着されているバッテ U - は 、 Stop & Start システム専用品です。同等の性能 
のものと交換してください。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ stop & Start システムび作動しているとを 

♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中は、フレーキペダルを踏み、ぶ、 
要に応じてパーキングブレーキをかけてください （Stop & Start 表示打び点 
なしているあいだ)。 

エンジンび自動的に始動するため、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中、車から離れないでください 
(Stop & Start 表示なび点なしているあいだ)。 

エンジンび自動的に始動するため、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦換気び 悪い場所では 、 Stop & Start システムを非作動にしてください。 
エンジンび自動的に再始動するため、排気ガスび充満し、重大な健康障害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■ stop & Start システムを正常に作動させるために 

なのようなときは Stop & Start システムび正常に作動しないおそれびありま 

す。トヨタ販売店で点検を受けて <ださい。 

♦運転席 シートベルトを着用しているとさに、メーター内のシートベルト非着用 
警告灯び点滅するとを 

♦運転席 シートベルトをはずしているとさに、メーター内のシートベルト非着用 
警告巧び点なしないとを 

♦運転席 ドアを閉めているとをに、メーター内の半ドア警告灯び点なする、また 
はインテ U アライトスイツチびドアポジションのとをにインテ U アライトび 
点灯するとを 

♦運転席 ドアを開けているとをに、メーター内の半ドア警告なび点なしない、ま 
たはインテ U アライトスイツチびドアポジションのとをにインテ U アライト 
び点なしないとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール4 


アクセルペダルを踏まなくてち一定の速度で走行でをまず。 


□ クルーズコント□ール表示打 
曰クルーズコント□ールスイツ 
チ 


■ 速度を設定ずる 




ON - OFF スイッチを巧して、シ 
ステムを ON にずる 

OFF にずるには、再度スイッチを 
巧します。 


•の 

CTH24AT020 



希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定ずる 

メーター内の " SET " 表示灯び点 
なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


* 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ 設定速度を変える 

D 速度を上げる 
曰速度を落とず 

希望の速度になるまでレノ（一を保 
持します。 

レバーを上または下に軽く操作し 
て手を離せば、設定ま度を微調整 
でをます。 

■ 定速走行を解除する-復帰させる 

n 解除するには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキを 踏んだとさち解除され 
ます。 

曰定速走行にもどずには、レ 
バーを 上げる 



C 下 H24AT023 



口知識 _ 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D または M 4 〜 M 7 のとを設定でをます。 

♦パドルシフトスイツチで D 4 〜 D 7 を選択したとを設定でをます。 

(パドルシフトスイツチ装着車） 

♦車まは約40〜約100 km / h の範囲で設定でをます。 

■車速設定後の加をについて 

♦通常走行と同様にアクセルで加までをます。加速後、設定車速にちどります。 

♦クルーズコントロールを解除しなくてち、希望の速度まで加速して、レバー 
を下げることにより設定車速を変更することびでをます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■定速走巧の自動解除 

なのとを、自動的に定ま走行び解除されます。 

♦設定速度よ D 実際の速度び約1己 km / hliLH 氏下した 
♦速度び約40 km / h け下になった 
♦まび横すべりして VSC * び作動した 

■ 定を走巧中に表示なが点滅したときは 

ON - OFF スイッチでシステムを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でをないとを、またはすぐに解除されるとをは、システム異常のおそれび 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□ールを使巧しないとさは、 ON - OFF スイッチでシステムを 
日 FF にしてください。 

■ クルーズコント□ールを使用してはいけない状況 

次の状況では、クルーズコント□ールを使巧しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わ说事故につながり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

参 交通量の多い道 
♦急 力ーブのある道 
♦曲がり <ねった道 

♦雨天 時和、凍結路、積雪路などのすべり和すい路面 
♦急な 下0坂 

急な下り坂では設定車速し U 上になることがあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

4WD 才ートモードスイッチ* 


走行安定性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて FF (前輪駆 
動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切りかえまず。 



4 WD オートモード表示なび数回点滅後、点なします。 
再度巧すと解除されます。 （^ P . 1 76) 


目知識 

■ 4WD オートモード表示巧について 

♦ 4 WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差が大をい状態が長時間 
続いた場合などには、 4 WD オートモード表示口が消口し、 4 WD 警告口が 
点滅します。 UP . 316) 

警告灯の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
FF モードとな0ます。 

この場含は、エンジンをかけたまま次の対応を行って<ださい。 

-警告灯が消灯するまで車速を落とす 
-警告灯が消灯するまで停車する（エンジンは停止しない） 

♦ 4 WD システムに異常が発生したとさには、 4 WD オートモード表示口が消な 
することがあります。この場合には、 4 WD オートモードスイッチの状態に 
かかわらず FF モードとなります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
















2-4. その他の走行装置の使いち 


■ 4 WD オートモードを使用しないとをは 

スイッチを押し、 FF モードにしてください。 FF モードにすることにより燃費 
性能を高めます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を巧巧する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて;欠の装置が 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にミち意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ〇大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□ール）* 

急な八ンドル操作や、すべ0やすい路面で旋回するとをに横すベ0を抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ S-VSC (ステアリングアシステッドビークルスタビリティコ 
ント□ール）* 

A 目 S • TRC • VSC • EPS を協調して制御します。 

ずべ0やすい路面などの走行で急なノ V ンドル操作をした隙に、 )\ン ドル操作力 
を制御ずることで、車両の方向安定性確保に貢献します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□ール）* 

すべ0やすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■アクティブトルクコント□ール 4 WD * 

4 WD オートモードを日 N にずると、通常走行からコーナリング時、登坂時、 
発進時、加速時や雪や雨などでずべ0やすい路面など様々な走行状態に応じて、 
FF (前輪駆動）走行状態から 4 WD (4 輪駆動）走行状態まで自動的に制御し、 
安定した操縦性-走行安定性に寄与します。 

■坂道発進補助機能* 

坂道での発進性を補助ずるた故、駆動力び発生するまでのあいだブレーキ油圧 
(ブレーキの効を）を一時的に保持して、車両が後退するのを抑制し、坂道発進 
を容易にします。 （^ P . 1 66) 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


176 



2-4. その他の走行装置の使いち 


TRC • VSC が作動しているとき 



TRC • VSC び作動しているとさ 
は、ス U ップ表示打び点滅しまず。 


TRC や VSC を停止ずるには 


めかるみや新雪などから脱出ずるとさに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでちエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びありまず。このよラなときに VSC OFF スイッチを巧ずこ 
とにより、脱出しやずくなりまず。 


TRC を停止ずるには 



TRC を停止ずるにはスイツチを巧 
ず 

TRC OFF 表示なび点なしまず。 

もう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にわど0ます。 



TRC と VSC を停止ずるには停車 
時にスイツチを巧し3秒じ(上保持 
ずる 

TRC OFF 表示口と VSC OFF 表示 
なび点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 — _ _ 

■ VSC OFF スイッチを巧さなくても TRC OFF 表示なが点口したとき 

TRC び作動でをない状態になっています。トヨタ販売店にご相談ください。 

■ ABS • ブレーキアシスト. TRC • VSC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、フレーキペダルをくり返し踏んだとさに、エン 
ジン) レームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよ5な現象び発生することびあ0ます 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にした場合でも、エンジン停止後に再始動すると、自 
動的に TRC と VSC は作動可能状態にもどります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び高くなると TRC は作動を再開し 
ます。ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車まによる作動再 
開はありません。 

■ EPS の効果び下びるとき 

停車中か極な速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
オーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
よラになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを 
停止してください。10分程度でちとの状態にちどります。 

■スリップ表示なが点なしたときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを(雪に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高ま走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ TRC の効果を発揮でをないとを 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のち向安定性や駆動力を失ラよラな状況では、 
特に慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なが点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅した 
ら特に慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にずるとをは 

TRC や VSC は駆動力や車両のち向安定性を確なしよ5とするシステムです。 
そのため、必要なとさし i (がは TRC • VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたとをは、路面状況に応じた速度で、特に憤 
重な運転をむびけて < ださい。 

■タイヤ またはホイールを交換ずるとさは 

4輪とち指定されたサイズで、同じメーカー•ブランド-トレッドパターン（溝 
模瑜のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 37己） 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS • TRC • VSC ■ アクティブトルクコント 
□ール 4 WD び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
0ます。 

■アクティブ トルクコント□-ル 4 WD について 

♦ラ U —走行などび目的ではな <、一般道での走行安定性への寄与を目的とした 
4 WD ですので、無理な運転はしないでください。 

♦滑り やすい路面での走行は慎重に行って<ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安をで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
する 


A 警告 

■積んで はいけないをの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守りください。お守りいただかないと思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、フレーキペダル' アクセルペダルを正しく操作でをな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、柔員を傷付けるおそ 
れびあ0ます。 

♦シー ト背ちたれより高いちのをラゲージルームに積まないでください。 

急ブレーキや事故の際に、巧げ出され、乗員を傷付けるおそれびあります。 

♦後 席のシート背もたれを巧りたたんで、寸法び長い荷物を積むときは、できる 
だけ前席シート背ちたれの真ラしろには積まないでください。 

♦ラ ゲージルームに人を柔せないで<ださい。乗員用には設計されていません。 
柔員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでな <、八ンドル操作性やブレーキ制御のほ 
下により思わめ事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒;を時の運お 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のをのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち同ーサイズで同一銘柄で著しい磨耗差のない 
をのを、タイヤチェーンはタイヤサイズに合ったちのを用意して 
ください。（タイヤについて 一 P . 261) 

■ 運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイノ（一びま結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止め X ’をしてください。 

^輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでさます。 


口知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱い方法につしてはなの指示に従ってください。 

-ま全に作業でをる場所で行5 
-前2輪に取り付ける 
-タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
-取り付け後0.已〜1 .0 km 走行したら締め直しを行ラ 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、おず4輪とち装着する 
♦磨耗 差の着しいタイヤをミ居だて装着しない 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶ、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着 したチェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル-急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減まして車のコント□ールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

バーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ミち意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品し U がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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ま巧装備の巧い方 3 


3-1 .エアコン.デフオッガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 188 

オートエアコン . 194 

U ヤウインドウデフォッガー 

(曇0取 0). 201 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 203 

3-2. オーディオの使い方 

オーディオの種類 . 204 

ラジオの使いち . 206 

CD プレーヤーの使いち ....... 208 

MP 3/ WMA ディスクの 

聞きち . 214 

快適に聞くた曲に . 221 

AUX (外部入力接続） 

端子の使いち . 223 

ステア U ングスイッチの 
使いち . 224 


3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 230 

-ボトルホルダー . 231 

-グ□ーブボックス ... 232 

■助手席アッパーボックス ....... 234 

■カップホルダー . 234 

3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイヴー . 236 

バニテイミラー . 237 

時計 . 238 

外気温度表示 . 239 

アクセサリーソケット . 240 

アームレスト . 241 

つートフック . 242 

パノラマルーフシェード ..... 243 

フ□アマット . 246 

ラ ゲージルーム 内装備 ......... 248 


3-3. 室内'なのつけ方 

室内灯一覧 . 227 

-パーソナルライト .. 228 

-パーソナル/ 

インテ U アライト . 228 

-インテ U アライト . 22曰 
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3-1 .エアコン•デフ ォッ ガーの使いち 

マニュアルエアコン* 



エアコン日 N . 日 FF 風量調節ダイヤル 


CTH31AT031 


■エアコンの設定 

■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（を）へまわず 



び巧されてない場合は送風または暖房で使用でをます。 


■風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず 


送風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせる 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















吹を出し□を切りかえるには 

吹き出し口切りかえダイヤルを回し吹き出し口を遇ぶ 

ダイヤル位置を各吹き出し□の間にすると、吹き出し□を細かく選択でをます。 

上半身に送風 




上半身と足元に送風 


0 :車両型式などで設定の有無あ0 



足元に送風 


<1コ：車両型式などで設定の有無あ0 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


足元に送風-ガラスの曇りを取る 
外気導入 • 内気循環切0かえダイヤル 
を冷 の位置にして使用しま 
す。 


ガラスの曇りを取る 

外気導入 • 内気循環切0かえダイヤル 
を^ の位置にして使用しま 
す。 

を押してエアコンを日 N にす 
ると曇りが早く取れます。 

■外気導入-内気循環を切りかえるには 

外気導入-内気循環切りかえダイヤルをの位置にまわすと外 
気導人、の位置にまねすとの気循にた刀〇かね0ます。 



<コ：車両型式などで設定の有無あ0 



A/C 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


n 風向さの調整 
且□欠さ出し□の開閉 


左ちのき出し □ 



■ 風向きの調藝と吹き出し□の開閉 
中央のき出し □ 

n 風向きの調整 


0吹さ出し□の開閉 



室内装備の使い方 


























1-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


口知識 — 

■内気循環について 

内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 


■巧を出し□を♦み’にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹き出しのため、温度調整ダイヤルの位置によっては、足 
元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 


I エアコン使用中に A / C の作動表示なが消なしたとをは 


システムの異常び考えられますので、安全な場巧に車を止めて、いったんエア 
コンスイッチを OFF にしてから、もう一度 ON にしてくださし、再度消灯する 
場合は、スイッチを OFF にしてトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■列•気温度び0 ‘ C 近くに下がったとき 



を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 


■エアコンの臭いについて 


♦エアコン使用中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切りかえダイヤルをガラスの曇り取りの位置に合わせないでくださ 
し、。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、視界をさまたげる場合びあ 
ります。 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


A ミち意 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要し iU : にエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

オートエアコン* 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



才ート設定を使うとき 


IE 3 BI 1 1 I を巧ず 

吹き出し□と風量び自動で調整されます。 


的!《 2 I 設定温度を上げるとさは 


の A を、下げるとさは V を巧ず 


IE 3 或13 1 を巧ず 

巨ご^を巧すたびにエアコンの ON • OFF び切0かね0ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










































お好みの設定で使ラとさ 


■エアコンの ON • OFF を切りかえるには 

を巧す 

を巧すたびにエアコンの ON • OFF び切0かね0ます。 

■設定温度をかえるには 


温度を上げるとさは、 

風量をかえるには 


网 

Uj 


の A を、下げるとさは V を巧ず 


の A (増）か V 诚）を巧ず 

風量は7段階に調整でさます。 

送風を止がるとをは r ^ zi を押します。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■吹を出し口を切りかえるには 

を押す 

押すたびに吹を出し口が切0かわ0まず。吹を出し口表示は政下の状態を示して 
います。 



上半身に送風 
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足元に送風-ガラスの曇りを取る 


外気導入-内気循環を切りかえるには 

を巧す 

ボタンを巧ずたびに外気導入.内気循環び切0かわ0ます。内気循環を選択して 
いるとをは、の表示なび点打します。 


フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 




量0を取る 

エアコンび作動しまず。 

外気温びほいとをは、自動的に外気導 
入に切りかわる場合びあります。 

曇0び取れた日再度同じボタンを巧 
すと前のモードにちどりまず。 


花粉除去機能を使うには 


を巧す 

内気循環に切0かわ0、上半身に送風して花粉を除まします。通常約3分後に 
を巧す前のモードにもど0ます。 

途中で動作を止めるときは、再度ゾ I を巧すと前のモードにもど0ます。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


[風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


中央のさ出し □ 



n 風向きの調整 
曰□欠さ出し□の開閉 


左ちのさ出し □ 



n 風向さの調整 
曰吹を出し□の開閉 


198 



























口知識 

■才ート設定の作動について 

下のよラな制御をする場合びあります。制御を解除したいとをは、お好みの 
設定で使用してください。 

• に^を押した直後しばらく送風び停止する 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内が気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切0かわ 
る場合びあります。 

■内気循環について 

内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■フ□ントウインドウガラスの量りを取るとを 

内外気の温度によって、自動的にか気導入に切りかわる場合びあります。 

■花粉除去モードについて 

♦外気温び化いとさは、フロントウインドウガラスの曇りを防止するためにな 
のよラな制御をする場合びあります。 

-内気循環に切りかわらない 
-エアコンの電源び自動的に入る 
• 1分後作動び停止する 

♦雨天時は窓び曇るため、を押してください。 

湿度び非常に高いとさに使5とガラスび曇る場合びあります。 

巧粉除去モードび OFF のとをも花粉はフィルターで取り除かれています。 


-1. エアコン. デフ ォッガーの 使いち 


室内装備の使い方 
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1-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


■エアコン使用中にの作動表示なが消なしたとさは 

システムの異常び考えられますので、安全な場巧に車を止めて、いったんエア 
コンスイッチを OFF にしてから、もう一度 ON にしてくださし、再度消打する 
場合は、スイッチを OFF にしてトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■が気温度が0 ‘ C 近くに下がったとき 

ち\を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■吹を出し□を*み‘にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、 
を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、 
視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンを必要しツ上に使用しないでください。 
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3-1. エアコン.テフォ ッカーの 使いち 

リヤウインドウデフォッガー(曇り取り） 


リヤウインドウの量りを取るときにお使いください。 
マニュアルエアコン装着車 



オートエアコン装着車 



ON/OFF 

押ずごとに日 N / 日 FF び切0かね 
0、 作動中は表示'なが点灯します。 


ON/OFF 

押すごとに日 N /日 FF び切りかね 
0、 作動中は表示灯び点灯します。 
IJ ヤウインドウデフ ォッガーは 自 
動的に OFF になります。 

作動時間は外気温度や車速によっ 
て変わ0まず。 


室内装備の使い方 
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1-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


白知識 

■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび ON のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニツシヨン ON モードのとを 


A ミち意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因になります。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために 
使用してください。 


ON/OFF 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的に OFF にな0ま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部およびフロントピラー横の表面び熱くなってお 
り、やけどをするおそれびあるので面れないで<ださい。 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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室内装備の使い方 
















3-2. 才ーデイオの使いち 

オーデイオの種類* 


メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお柔りの方 
は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。 

CD プレーヤー、 AM/FM ラジオ 



タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P. 206 

CD プレーヤーの使い方 

P. 208 

MP3 / WMA ディスクの聞を方 

P. 214 

快適に聞くために 

P. 221 

AUX (か部入力接続）端子の使い方 

P. 223 

ステア U ングスイツチの使いち 

P. 224 


口知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


204 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
































































3-2. オーディオの使い方 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■オーディオの 取り扱いについて 
オーディオに飲み物などをこぼさないよラにミ主意してください。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

ラジオの使い方* 


電源 音量 


周波数の調整 


、己己口 

送局 



1 - 


、 \V ."山 MEDIA RADIO AUTO.P ノ ノノ / 

、 / 

1 / 

1 * 1 

、 一 / 

交通 

AM/FM び 

青報 

) 切0かえ 

放送局 C 

0自動設定 


I 放送局を記憶させる 

■手動設定 

Eiim をまわして、または f ^ j の" A " (高い周波数）ま 

たは" V "(ない周波数）を巧して、お巧みの放送局を探ず 
固画 回記憶させたいスイッチ〜を"ピッ"と音び鳴る 
まで巧ず 

■ 自動設定 

I AUTO.P !) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

受信感度の良い順に6局まで記憶されます。記憶び終了すると"ピッピッ"と 
音び鳴 D ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 












































































3-2. オーディオの使いち 


1交通情報を受信ずる 


、V .…111 を巧す 


ちラー度巧すと解除されます。 


曰知識 



■ V 、…,11 I について 

♦新車時は、1日 20 kHz にセットしてあります。 


•AM ラジオモードのとを V 、 I を"ピッ"と音び鳴るまで押し続ける 

と、その周波数を を I に記憶させることびでをます。ただし、バッ 
テ U - との接続び断たれたとさは、1日 20 kHz にもどります。 

• \v I I を押して、ラジオを受信しているとをは、- - 

〜 r = r ^ - I AUTO.P J ] を操作しても、周波数は切りかわりませ 
ん。 

■バッテリーとの接続が断たれたときは 

自動設定で記憶されていた放送局は消去されます。 

■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響によ0良好な受信状態を保つことび難しい場 
合もあります。 

• I AUTO.P )) を使っているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびあり 
ます。 

♦ラジオ用アンテナはルーフ後ちにあります。（一 P . 254) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

CD プレーヤーの使い方* 


電源 音量 



CTH32AT002 


1 

CD を挿入ずる 

CD を1枚、挿入ずる 


CD を取り出ず 

( r ^ を巧して CD を取り出ず 

1 

巧を選ぶ 


をまわして、または^ I の" A " 饮曲）または" V "揃 
巧）を押して聞さたい曲の番号を表示させる 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 











































































3-2. オーディオの使い方 


[早もどし、早送りずる 

早もどし、早送りずるには、の"/または" V "を巧し続ける 

[リピート （RPT) 再生ずる 

( RPT ) を巧ず 

ちラー度巧すまで同じ曲び再生されます。 

1ランダム （RDM) 再生ずる 

^ ( RDM ) を巧ず 

ちラー度巧すまで無作為な順序で曲び再生されまず。 

1" 表示を切りかえる 

(〇 ^を巧ず 

巧すごとに、なのよラに表示び切0かわ0ます。 

巧番および経過時間^巳□タイトル^曲名^アーティスト名 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


口知識— 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文きし U 上の場合は、を1砂し U 上押し続 

けることにより、13文字目しツ降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

をちラー度長押しする、または約日砂し iLh 操作をしないまま放置すると、 
元の12文字目までの表示にちどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■エラー表示 


表示 

エラーの内容 

"CD CHECK " 

ディスクび巧れている、裏表逆などで読み取りびでをない 

"ERROR 吕" 
" ERR 0 R 4" 

プレーヤー内部に異常びある 

" WA 『 

プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部に;欠の表示び出 
て自動的にプレーヤーの機能び停止します。この場合、しば 
ら < してプレーヤーの温度び常温に復帰すると表示び消えて 
使用可能になります。 


210 


















3-2. オーディオの使い方 


■再生巧能な CD 

li (下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 

团り營垣团帽陌团帽恒团帽歷 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

DIGIT 化 … DIO I text I I: り "…. lU I Rewritable I 

コピープロテクト機能付 CD などは使用でをません。 

■ CD プレーヤー巧護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5巧び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■使用で をない CD 、 アダプター 

し iTF のよラな CD 、 8 cm CD アダプター 、 Dual Disc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2 cm の円形！; m の CD 


♦低 品質または変おしている CD 


参 記録部分び透明または半透明の CD 


参 セ□八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのあ 
る CD 
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3-2. オーディオの使い方 


A ミち意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

liTF のことをお守りいただかないと、 CD び聞けなくなったり、 CD プレーヤー 
び正常に働かな < なるおそれびあ D ます。 

• CD 挿入□に CD 1；(外のちのをいれない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けてな管する 

• CD プレーヤーを分解しない 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーディオの使い方 

MP 3/ WMA ディスクの聞を方* 



[ MP 3/ WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 


^ P . 208 


I 早もどし、早送りずる 

-^ P . 209 


I フォルダを選ぶ-最初のフォルダにもどる 

胃の" A " (次フォルタ')または" V "(前フォルタ')を押して聞き 
たいフォルダを選ぶ 

最初のフオルダにもどるには、" V "を"ピッ " と音が鳴るまで巧します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






































































3-2. オーディオの使いち 


ファイルを選択ずる 


& 3TC 

TUNE 拍 A 化 

^□r 


irn] 


をまわして、または 


の"八"（次ファイル）または" V " 


(前ファイル）を巧して、聞さたいファイルを探ず 


リピート （ RPT ) 再生ずる 


( RPT ) を巧ずごとに、なのよラにモードび切0かわ0まず。 


ファイル U ピートーフォルダ U ピート一 解除 


※ランダム （ RDM ) 再生時!;■(外 


ランダム （ RDM ) 再生ずる 


( RDM ) を巧ずごとに、なのよラにモードび切りかわりまず。 
フォルダランダムーディスクランダムー解除 

个 I 


表示を切りかえる 


wtI を巧ず 


巧すごとに、巧のように表示び切0かわ0ます。 

フォルダ番号•ファイル番号•経過時間^フォルダタイトル^ファイル 
名^ディスクタイトル （ MP 3 のみ）^曲名^アーティスト名 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


曰知識 


■表示について 


ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文きし U 上の場合は、を1砂し i (上押し続 

けることにより、13文字目し降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

( fwi ] をちラー度長押しする、または約6砂！;(上操作をしないまま放置する 
と、元の12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 


^つ ( RPT ) または nn ( RDM ) を押す、または 1[ H の" V "を長 
押しします。 


■エラー表示 


表示 

エラーの内容 

"CD CHECK " 

ディスクび巧れている、裏表逆などで読み取りびでをない 

" ERRORS " 

" ERR 0 R 4" 

プレーヤー内部に異常びある 

" WA 『 

プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部になの表示び出 
て自動的にプレーヤーの機能び停止します。この場合、しば 
ら < してプレーヤーの温度び常温に復帰すると表示び消えて 
使用可能になります。 

"NO 

SUPPORT " 

ディスク内に MP 3/ WMA ファイルが収録されていないとを 
に表示されます。 
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3-2. オーディオの使いち 


■再生巧能な CD 

li (下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 

咖昼恒咖昼陌 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

BBBBBBBffii {Rewritable I 

■ CD プレーヤー巧護機能 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク1」ーナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 

■ MP3/WMA ファイルについて 

MP 3 (MPEG Audio LAYER 3) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP 3 を使巧すれば、元のファイルを約1/10のサイズに圧縮することびでを 
ます。 

WMA (Windows Media Audio ) は 、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フォーマットです。 MP 3 よりもルさいサイズに圧縮することびでをます。 
使用でをる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマッ 
卜には制限びあります。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


♦再生可能な MP 3 ファイルの規格について 
-対応規格 

MP 3 ( MPEG 1 LAYER 3、 MPE 白2 LSF LAYER 吕） 

-対応ヴンプ U ング周波数 
MPEG 1 LAYER 吕：吕2、44.1、48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYER 吕：1目、22.日日、24 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

MPE 白1 LAYER 3;64、 80、目目、112、128、1目0、1目2、224、 
2己6、320 ( kbps ) 

MPEG 2 LSF LAYER 吕： 64、80、白6、112、128、144、160 ( kbps ) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤン 
ネル、モノラル 

♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-対応規格 
WMAVer .7、 8、目 
-対応ヴンプ U ング周波数 
32、44.1、48 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

Ver .7、 8 : CBR 48. 目4、8日、目目、128、160、1目2 ( kbps ) 

Ver . 目： C 目 R 48、 64、80、目目、128、160、1目2、2己6、320 ( kbps ) 
《 2 ch 再生のみ対応しています。 

♦使巧でをるメディアについて 

MP 3/ WMA ファイルの再生に使用できるメディアは CD - R および CD-RW 
です。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できないことがあります。また、ディ 
スクに傷や指紋をつけた場含、再生でさないこと和、音飛びすることがあり 
ます。 
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3-2. オーディオの使いち 


♦使用でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

-ディスクフォーマット； CD - ROM Model および Mode 2、 CD - ROM 
XA 、 Mode 2 Form 1 および Form 2 

-ファイルフォーマット： IS 09 己己0レベル1 、 レベル2 ( Romeo,」olie 口 
上記フォーマットがで書を込まれた MP 3 /WMA ファイルは正常に再生でをな 
かつたり、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびあります。 

規格ならびに制限事項はなの通りです。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32文字（全角文字で記録され 
た情報をこのオーディオで表示することはでをません） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2已已 
♦ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し再生するファイルは、 MP 3/ WMA の掘;張子 ". mp 3" 
または ". wma " びついたちのだけです。 

♦マルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディス 
クの再生び巧能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 

♦ ID 3 タグ/ WMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびで 
き、曲のタイトル、アーティスト名などを記録することびできます。 

ID 3 Ver .1.0, 1.1、 ID 3 Ver .2.2. 2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は03 Ver .1.0、1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することび 
でを、03タグと同様に曲のタイトル、アーティスト名を記録することびで 
をます。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


♦ MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルが収録されているディスクを挿入すると、最初にディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックが終わる 
と、最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイルし U 外 
のファイルや必要のないフォルダなどを書を込まないことをおすすめしま 
す。 

音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータが混在しているディスクは、 
音楽データのみ再生でをます。 


♦掘:張テについて 

MP 3/ WMA し义外のファイルに ". mp 3" または ". wma " の拡張テがつい 
ていると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大をな雑音 
が出てスピーカーを破損することがあります。 


♦再生について 


安定した音質で再生するために、 MP 3 の場含、 128 kbps の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生できないことがあります。 
MP 3 /WMA は市場にフ U - ウェアなど多くのエンコーダソフトが存在 
し、エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質が劣化した 
り再生開始時にノイズが発生したりするおそれがあります。また、再生で 
さないことがあ0ます。 

ディスクに MP 3/ WMA 政外のファイルを記録すると、ディスクの認識に 
時間がかかったり、再生できないことがあります。 Microsoft 、 Windows 、 
Windows Media は米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他 
の国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で きない CD、 アダプター （^P. 212) 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて （^P. 213) 


220 





3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聞くために* 



D ダイヤルを巧してモードを表 
示させる 

曰ダイヤルをまわして音質と音 
量バランスを変更ずる 

最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することび 
でをます。 


I 設定を変更ずるには 

■音質モードの切りかえ 

を巧ずごとに次のよラに切りかわりまず。 
FAD 一 巨 AS 一 TRE 一 巨 AL 一 ASL 

t _I 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-2. オーディオの使いち 


■ 音質の調藝 

をまわして、音質のレベルを調整しまず。 


調整モード 

表示 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

ほ音※1 

目 AS 

- 己〜己 


強 

高音※1 

TRE 

- 己〜己 

前後音量 
バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

左も音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 



OFF 

ちへまわす 

音量補正 

ASL 

LOW 

今 ♦ 

MID HIGH 

* 

MID 

OFF LOW 

一 



HIGH 

左へまわす 


X ’1音質レベルは、ラジオまたは CD プレーヤーそれぞれで調整でさまず。 


白知識— — 

■ ASL^s (音量補正）について 

車速に応じて音量-周波数特性を自動的に制御し、いつち最適な音量-音質を 
実現するシステムです。 

H に H • MID • LOW の順に補正量びルさくなります。 

& ピ ASL は Automatic Sound Levelizer の略です。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

AUX (か部入力接続）端モの使い方^ 


メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお柔りの方 
は、別冊の「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。 

ポータブルオーデイオプレーヤーを車両のスピーカーか5聞ぐこと 
がでさまず。 




目力手席アツノ（ーボックスを開け 
る 


フタを開けてポータブル オー 
デイオの端テを接続ずる 


曰知識 


■ポータブルオーディオの操作について 

音量の調整をするとをは、車両のオーディオで調整してください。 
その他の操作は、ポータブルオーデイオで行ってください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーディオの使い方 

ステアリングスイッチの使い方 


八ンドル左側にあるスイッチで、才ーデイオを操作ずることびでさま 
ず。 

モードの切りかえや、 CD 、 ラジオなどの操作については、装着され 
た才ーデイオ-ナビゲーションシステムにより異なる場合や、操作で 
きない場合びありまず。 

• メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの 
方は、別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覽ください。 

• ，眼売店オプション①ナビゲーションシステムや、才ーデイオの操作 
方法は、各取扱書をご覧ください。 

n 音量を調節ずる 
0ラジオ：選局ずる 

CD :曲/ファイル、フオル 
ダを選ぶ 

0電源を入れる、モードを切0 
か无る 


1 

電源を入れる 

を巧ず 

1 

モードを切0かえる 


を巧ず（オーディオの電源びオンのとを) 


巧すごとに次のよラに切0かね0まず。 

AM^FM^CD^AUX 

CD び挿入されていないとをは、巳 D を選択でをません。 

AUX 端子に機器び接続されていないときは、 AUX を還おでをません。 
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3-2. オーディオの使いち 


I 音量を調壁ずる 

国 を+側、または一側に巧ず 

スイッチを巧し続けると、音量を連続して調整でをます。 

I 消音ずるには 

ご写式を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

解除するには、ちう一度■ピッ"と音び鳴るまで巧します。 

I 放送局を選択ずるには 

お Ml 1 1 ご^を巧して AM または FM を還おずる 
iiam 回 を" A" 側、または" V" 側に巧ず 

スイッチを巧ずごとに、記憶させている周波数を選択しまず。 

■ピッ"と音びするまで巧し続けると、自動で受信巧能な周波数を逞おしま 
す。 

[ CD の操作 

お M 11 を巧して CD を遇おずる 

を" A" 側、または" V" 側に押して、希望の曲を選択ずる 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


| MP 3 /WMA の操作 

■ ファイルを還択ずるには 

IHM1 11 ご志 n を巧して CD (MP3/WMA) を選択ずる 

を" A" 側、または" V" 側に巧して、希望の曲を選択ずる 

■フォルダを選択ずるには 

MM 11 而^を巧して CD (MP3/WMA) を選択ずる 

固を" A " 彻し または" V" 側に"ピッ"と音びずるまで巧 
して、希望のフォルダを選択ずる 

A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中にステア U ングスイッチを操作するとをは、十分ま意してください。 
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3 -五室内'なのつけ方 

ま巧巧一覽 



n パーソナル/インテ U アライト（パノラマルーフ装着車）•パーソ 
ナルライト（パノラマルーフ非装着車）（一 P . 228) 

B インテ U アライト（一 R 229) 

□ "エンジンスタートストップ"スイッチ照明（スマートエント U - 
&スタートシステム装着車） 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内巧のつけち 


パーソナルライト、 パー ソナル/インテリアライト 



I パーソナル/インテリアライト（パノラマルーフ装着車) 
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3-3. 室内巧のつけち 


インテリアライト 


[インテ U アライト 

D ライトを消なずる 
且ドアポジション（ドア連動）を 
ON にずる 
曰ライトを点打ずる 


白知識 

■イル5ネーテッドエントリーシステム 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

ドアの施錠/解錠-ドアの開閉•エンジンスイッチの位置により、各部の照明 
び自動的に点な-消なします。 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

電モキーの検巧-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉-"エンジンスタートストッ 
ブスイッチの状態により、各部の照明び自動的に点打-消なします。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

半ドア状態でし U 下のライトび点灯したままの場合、約20分後に自動消なしま 
す。 

♦パーソナル/インテ U アライト（スイッチびドアポジションのとを） 

♦インテ U アライト（スイッチびドアポジションのとを） 

• "エンジンスタートストップ"スイッチ照明 

■販売店で設定可能な機首目 

室内灯の消灯までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 378) 



室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覽 



□ ボトル ホルダー 
曰グ□ーブボックス 
0助手席アッパーボックス 
凸 カップホルダー 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変お 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 
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3-4. 収納装備の使いち 


ホトルホルター 


■ボトルホルダー 


フ □ント 



曰知識 


■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ-おによつては収納でをないことびあります。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーにはペットボトルし i (がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により、収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故 
につなび0けびをするおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー、グ□ーブボックス 


A ミち意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


[グ□-ブボックス 


グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引さ上げる 


曰知識 


■買い物フックを使用ずるときは 




グローブボックスを閉じて使用する 


232 






































3-4. 収納装備の使いち 


グ□ーブボックス 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグローブボックスび体にあたったり、収納してい 
たちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびありま 
す。 

■ 買い物フック使用時のま意 

• グローブボックスは必ず閉じた状態で使用してください。急ブレーキ時など 
に、吊り下げていたちのび落ちて、同柔ちび思わめけびをするおそれびありま 
す。 

♦とくに 重たい物や、大をな物をフックに吊り下げないでください。急ブレーキ 
時などに、吊り下げていたちのに体び当たるなどして、同乗者び思わめけびを 
するおそれびあ0ます。 


A ま意 

■買い物 フックについて 

Ik 呂し i (上のものや大をいものをフックに吊り下げないでください。 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


助手席アッパーボックス、カップホルダー 


I 助手席アツパーボックス 



フタを持ち上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

助手席アッノてーボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


[カップ ホルダー 
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口知識 

■カップホルダーをル物入れとして使う 



A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップやちしソがのちのを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 


3-4. 収納装備の使いち 

カップホルダー 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

旦側方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフック 
か日はずし、横へまわず 


236 









3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイ5ラー* 



カバーをスライドして開ける 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

時計 



n " 時"を調整ずる 
曰"分"を調整ずる 

正時合わせをする&には、2個 
のボタンを同時に巧し1秒じ(上 
保持ずる 

《（例）1:〇〇〜1:2日一1:〇〇 
1:30〜1:已日一吕:〇〇 


白知識 

■時刻び表示されるとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチが日 N の時 

スマートエントリー&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとさ 
■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテ U —端テの脱着を行ラと、時計のデータは U セツトされます。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

か気温度表示 


-40 ° C か5 50 ° C のあいだで表示されまず。 



白知識 

■ 外気温度が表示されるとき 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび ON のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■表示について 

なの場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているときや、低速走行（約 25km/hUI 下）のとき 
♦外気温度び急激に変化したとを佳庫-トンネルの出入り□付近など） 

■ または" E " が表示されたときは 
システム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ1)ーソケット 


12 V 10 A (120 W ) 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いく 
ださい。 



白知識 
■使用を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび ACC または ON のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U —またはイグニッシヨン 
ON モードのとを 


A ミち意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラ 
に、使用しないとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒユ ーズび切れるのを防ぐために 

12 V 10 A ( 1 20 W ) をこえないようにしてください。 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト* 



手前に倒して使用します。 



:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

コートフック 



A 警告 

■コート フックへかけてはいけないちの （SRS カーテンシールドエアバッグ装着 
車） 

八ンガーや他の硬いちの、鋭利なちのをかけないで<ださい。 

SRS カーテンシールドエアバッグがふくらんだとさにそれらのちのが飛び、重 
大な傷害または死 t ： につながるおそれがあります。 


242 

















3-5. その他の室内装備の使い方 

パノラ7ルーフシエード* 


頭上のスイッチでパノラマルーフシェードを開閉できまず。 

n 開ける 

曰自動全開（長巧し） X ’ 

0閉める 

□ 自動全閉（長巧し） X ’ 

途中で止めるには、スイッチをも 
ラー度押します。 


白知識 
■作動を件 

スマー トエントリ ー& スター トシステム非装着車 

エンジンスイッチび ON のとを 

スマー トエントリ ー& スター トシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■挟み込み防止機能 

バノラ マルーフシェー ドを閉めるとさに、パノラマ ルーフシ ェー ドび異物の挟 
み込みを感知すると、作動び停止し少し開をます。 

■ 自動全開/自動全閉機能び働かない場合 

IfeilM 1 1 I OPEN 側を押してパノラマルーフシェードを開く 

eaai 21 パノラマルーフシェードび全開位置まで開を、その後わずかに閉まる （ 
閉じち向に動く）まで、 OPEN 側を押し続ける 

操作後、自動全開/自動全閉機能び作動することを確認して<ださい。 

上の操作を行っても自動全開/自動全開機能び働かない場合は、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■パノラマ ルーフシェードを開閉ずるときは 

じ(下のことを必ずお守り < ださい。 

お守りいただかないと、骨巧など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 

なびるおそれびあります。 

♦パノラマ ルーフシェードを開閉するとさは、柔員の手、腕、頭、首を挟んだり 
卷さこんだりしないよラに注意してください。 

♦お テさまには、パノラマルーフシェードの操作をさせないでください。 
パノラマルーフシェードに挟まれたり巻をこまれた D して重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■挟み a み防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦挟み込み 防止機能は、バノラマルーフシェードび完全に閉まる直前に異物を挟 
むと作動しない場合びあ D ます。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し 
続けた状態では作動しません。指などを挟まないよラにミ主意してください。重 
大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■やけど やけびを防ぐために 

♦挟み込み 防止機能び搭載されている場合であっても、パノラマルーフシェード 
び閉まる間は手や顔び挟まれないよラに注意してください。また、完全に閉ま 
る直前は挟み込み防止機能び作動しない場合びあるので、シェードに指などび 
挟まれないよラにま意してください。 

♦パノラマ ルーフシェードの開閉はスイッチを押すと停止することびでをます。 

♦パノラマ ルーフシェードび閉じない場合(挟み込み防止機能の誤作動によって 
など）は、スイッチを押し続けてシェードを閉じることびできます。 

♦挟み込み 防止機能は、異物びバノラマルーフシェードに挟まった場合と同様 
に、周囲の状況や走行状況により負荷や衝撃びあった場合に作動することびあ 
ります。 

♦車を 直射日光の当たる場所に長時間駐車すると、ルーフの下側び熱<なりま 
す。やけどをする恐れびありますので、ルーフの下側とパノラマルーフシェー 
ドの隙間には触れないでください。 

♦けび をする恐れびありますので、ルーフの下側とパノラマルーフシェードの隙 
間には触れないでください。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のフ□アマットを、フ□アカーペットの上にしっか 
りと固定してお使いください。 



固定フック（クリップ）の形状はイラストと異なる場合びありまず。 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専巧のフ□アマットを使巧する 
♦固定 フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 
♦他の フ□アマット類と重ねて使巧しない 
♦フ □アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 
■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の状 
態で、各ペダルを契まで踏み込み、フロア 
マットと干渉しないことを確認ずる 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■ デッキフック 




フックを起こして使用してくだ 
さい。 

フックを使って荷物を固定するこ 
とびでをます。 


アジヤスタブ j レデッキボードの 
高さを上下にかえることびでさ 
まず。（一 P . 2已 0) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
























































3-5. その他の室内装備の使いち 


■ル物入れ* 

タイプ A 



タイプ B 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 


* 
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3-5. その他の室内装備の使い方 



I アジヤスタブルデッキボードの操作 

■下げるときは 



アジヤスタブルデッキボードを上 
に持ち上げ、手前に引さ出ず。 


アジヤスタブルデッキボードを溝 
におって下げ、手前に倒ず。 


吕已〇 

















































3-5. その他の室内装備の使いち 


■取りはずずとをは 

アジヤスタブ J レデッキボードを上段の位置にしてから取りはずしてくだ 
さい。アジヤスタブルデッキボードび下段の位置にあるとさは、取りは 
ずすことびでさません。 



アジヤスタブルデッキボードの留め方について 



アジヤスタブルデッキボードを持 
ち上げる 


室内装備の使い方 


2已1 






















































3-5. その他の室内装備の使い方 



n アジヤスタブルデッキボード裏 
面のフックを取りはずず 
曰フックをバックドア開口部の上 
端に引っかけて固定ずる 


A 警告 

■アジ ャスタブルデッキボードまたはデッキボードを操作ずるとさは 

荷物を載せた状態で操作しないで < ださい。 

指をはさんだり、思わめ事故につなびるけびをするおそれびあります。 
■デッキ フックを使用しないときは 
けびをしないよラに、おずもとの位置にもどしておいてください。 


A ミち意 

■バック ドアを閉めるときは 

アジャスタフルデッキボードのフックをバックドア開□部にかけたままにしな 
いでください。フックを挟み込み、車両び破損するおそれびあります。 


吕已2 





































お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 2已4 

内装の手入れ . 2已8 

タイヤについて . 261 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 26已 

ガレージジャッキ . 267 

電球（バルブ）の交換 . 270 

ヒューズの点検、交換 ......... 283 

キーの電池交換 . 291 

ウォッシャー液の補給 . 29已 

エアコンフィルターの 
交換 . 296 


2已3 













4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなびら、車体-足まわり-下まわりの順番に上か日下 
へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ b かいをので洗ラ 
• ミちれびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

• 水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;を 
えているときにワックスをかける（およそ体温じ(下を目まとしてください。） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異な0まず。詳し< 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


1アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを脱着、または格納ずることびでをまず。 

n 取りはずず 
曰取り付ける 
□ 格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のあるところ 
まで立てて使用してください。 



吕已4 







4-1 .お手入れのしかた 


口知識 — — 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、 U ヤスポイラーび引っかかり洗車でをない場合や、傷付 
いたり破損したりするおそれびあります。 

■高圧洗車機を使ラときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近づけすざないでください。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 

■洗車などで車に水をかけたとき（スマートエントリ ー &スタートシステム装着 

車） 

キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作を 

くり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m し i (上離れた場所に保 

管して、洗車などをしてください（キーのを難にま意してください)。 

■アル5ホイール* 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーについて 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 


2已已 





4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 


A ミち意 

■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.花粉.樹液-鳥のふん-虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

•ほこり■ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとき 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐために巧れを落とし、湿気の少ない場所へな管 
してください。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 


吕已巨 







4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カ八一をかけるとを 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたときは、アンテナを紛失しないように 
ま意してください。また、走行前には必ずもとどおりに取り付けてください。 


お手入れのしかた 


2已7 





4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラすめた洗剤をやわ日かい布に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水を液までラすめたをのを使用してくださ 
い。 

• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジややわらかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてか日巧れを落とし、固 < しぼったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 


吕已 S 



4-1 .お手入れのしかた 


目知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態を保つことをおすすめします。洗;争には、巿版の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を ffl くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧やスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P . 82) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

離出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A ミち意 

■清掃ず るとき使用ずる溶剤について 

♦変色 •しみ•塗装はびれの原因になるため、なのを斉 I 帖使用しないでください。 

-シートしツ外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機を剤や酸性またはアル 
力1」性の溶剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール-その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや麗出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変おの原因になるおそれびあり 
ます。 

■まの 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために;欠の警告をお守り < ださい。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする 
特に夏場は曰陰で車をな管する。 

♦ビニール 製-プラスチック製■ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
に張り付くおそれびあるため、革張 D の上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

• 熱線を引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付け5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を已,000 km ごとに巧ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検して< ださい。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;をえているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおす順にタイヤの□ーテー 
シヨンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨ ン 
をおすすめします。 



お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


目知識 — 

■タイヤ空気圧の数値 



標準タイヤ 

前輪； 230 kPa (2.3 k 旨/ cm 吕）※ 

後輪： 230 kPa に.3 k 目/ cm ろ※ 

スペアタイヤ 

420 kPa (4.2 k 巨/ cm ろ※ 

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


’Xタイヤび;令えているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ずなのことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦メーカー 指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ' バイアスベルテツドタイヤ•バイアスプライタイヤをミ居在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤを混在使用しない 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあ D ます。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両のま定性-制動距離など）び発揮されない 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■タイヤ 交換時のま意 

♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして 
取り付けてください。 

テー) て一部を外側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


♦ねじ 部にオイルやグ1」ースをめらないでください。 

ナツトを締めるときに必要し i (上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
ます。 

オイルやグ U —スびねじ部についている場合はふを取ってください。 



A ミち意 

■走行 中に空気もれが起こった S 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるを意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ- 
ホイール-車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か6□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネット解除 レバーを 引く 
ボンネットびみし浮きあび0ま 
す。 


レバーを左方向に巧して、ボン 
ネットを開ける 



ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 


曰知識 


I バッテリー端子をはずずときは 

バッテ U- 端子をはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ1」一端子をはずすとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 


お手入れのしかた 


26已 






















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 



A ま意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 


26巨 

















4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ちあげるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットして<ださい。 

正しい位置にセットしないと、車両が損傷したり、けびをしたりずる 
おそれがあ0まず。 

ス□-プ車にお柔りの方は、別冊 r 車いず仕様車（ス□-プタイプ) 
取扱書」も併せてお読みください。 

■ フ□ント側 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤ側 
FF 車（前輪駆動) 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ちあげるときには 

なのことを必ずお守りください。お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ちあげる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしない 

♦ガ レージジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して<ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとバーキングブレーキをかけ、シフトレ 
バーを P にする 

♦ガレージ ジャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ちあげると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦ま 内に乗員びいるとをは車両を持ちあげない 

♦車両を 持ちあげるとさは、ガレージジャッキの上下にちのを置かない 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 376) 

■ フ□ントのバルブ位置 
八□ゲンへッドライト装着車 



デイスチヤージへッドライト装着車 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


[電球交換のしかた 

■へッドライト（八□ゲンへッドライト装着車) 



コネクターとゴムカバーを取りは 
ずす 




電球を取りはずず 


固画囚取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


へッドライト八イビーム（デイスチャージへッドライト装着車) 

カノ（一を取りはずず 




国画[互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフオグライト* 





フ□ントスポイラー巧装着車 

ボルト （2 本）とク U ップ （1 本) 
を取りはずず 

フ□ントスポイラー装着車 

ボルト （3 本）とク U ップ （1 本) 
を取りはずず 

ボルトを外ずとフ□ントスポイラー 
の片側びはずれます。 

^フ□ントスポイラー装着車のみ 
グ□メットを取りはずず 


フェンダーライナーをめくる 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






















































4-2. 簡単な点検-部品交換 



コネクターを取0はずず 



電球を取りはずず 


取り付けるとをは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

■車幅な（八□ゲンへッドライト装着車） 

ソケットを取りはずず 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


国圆!互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

■車幅な（デイスチャージヘッドライト装着車） 



カパーを取りはずず 



ソケットを取りはずず 

ディスチヤージへッドライトのソ 
ケットは取りはずさないでください。 
レ P . 282) 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


C 50 



電球を取りはずず 


国画互取り付けるとをは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

■フ□ントち向指示兼非常点滅灯 



ESMJ] 取り付けるとをは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■尾灯/制動'灯 ( LED 制動な非装着車)、リヤち向指示兼非常点 
滅口 



固画1互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




電球を取りはずず 


E 3 B 31 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 番号打 



カパーを取りはずす 

ルさいドライバーなどをカバーの巧 
にさしこみ図のよラにこじると、力 
バーの片側びラいてカバーが外れま 
す。 

傷が付< のを防ぐたが、先端にビニー 
ルテープなどを巻いて保護して<だ 
さい。 



電球を取りはずす 


Emj] 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

■ その他の電球 

じ[下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 
♦へッ ドライト□-ビーム（ディスチヤージノりしブ） 

♦サイド方向指示な兼非常点滅灯 
• 尾な/制動巧 ( LED 制動な装着車） 

♦八イマウントストップライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■ディスチャージへッドライト*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なした D 、 点灯しなくなります。 

電圧び正常にちどると再点打します。 

■ LED ライトについて 

尾打/制動な ( LED 制動な装着車）•ノ V イマウントストップライトは数個の LED 
で構成されています。ちし LED びひとつでち点打しないとをは、トヨタ販売店 
で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

なのよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時 
的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水滴び付いている 
参ライト内に水びたまっている 

■電球（バルブ）を交換ずるときは 

一 P . 290 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライ トは消なしてください。消な直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。 

やけどをすることびあ D ます。 

♦電球の ガラス部を素手でみれないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、またはヘッドライト内部への浸水による故障や、 
レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■デ イスチャージへッドライト*について 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点な 中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦電球- ソケット-電気回路-および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置が働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

固圆[でスマートエントリ ー &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる。 

スマー トエントリ ー & スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる。 

固画回ヒューズボックスを開ける。 

エンジンルーム（ヒューズボックス A ) 

ツメを巧しなび日、カバーを持 
ちあげる 


エンジンルーム（ヒューズボックス B ) 

ツメを巧しなびら、カバーを持 
ちあげる 




お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


助手席足元 

カパーを取0はずず 


固画回故障の状況か日、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 285)で確認ずる。 




ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜く。 

ヒューズはずしは、ヒューズボッ 
クス A のカノ（一の裏側にあります。 


图 H 司ヒューズび切れていないか点検ずる。 

口正常 

曰ヒューズ切れ 



ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換しま 
す。 


CTH43AT009 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


1" ヒューズの配置と負荷 

エンジンルーム（ヒューズボックス A ) 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム 

2 

EFI N 0.3 

7.5 A 

EFI システム 

3 

HORN 

10 A 

ホーン 

4 

EFI N 0.2 

10 A 

EFI システム 、 Stop & Start システ 

ム 

巳 

IG 2 

10 A 

スマートエント U — &スタートシステ 

ム、 EFI システム、 SRS エアバッグ 
システム、ステア U ング□ック、制動 
口 、 Stop & Start システム 

6 

IGN 

15 A 

EFI システム 

7 

MET 

7.5 A 

メーター 、 Stop & Start システム 

8 

ST 

30 A 

始動系 

呂 

AMP 

15 A 

— 

10 

D/L N 0.2 

2 己 A 

— 

11 

D . C . C . 

30 A 

DOME 、 ECU - 巨 N 0.1 

12 

STR LOCK 

20 A 

ステア IJ ングロック 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

13 

ECU - 巨 N 0.1 

己 A 

インボデー ECU 、 スマートエント 

U —&スタートシステム 

14 

DOME 

1 己 A 

室内口、オーディオ、ナビゲーション 
システム 、 VSC 

]已 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

16 

HAZ 

10 A 

ち向指示な 

17 

AM 2 

7.5 A 

EFI システム、スマートエント U — & 

スタートシステム、始動系 

18 

ECU - 目 N 0.2 

己 A 

木一勺一、 スマートエント U —&ス 

タートシステム、ワイヤレス U モコ 
ン、エアコン 、 Stop & Start システ 

ム 

19 

ALT-S 

7.5 A 

— 

20 

MIR-HTR 

10 A 

— 

21 

ID/UP 

7.5 A 

EFI システム 

22 

BBC * 1 

40 A 

Stop & Start システム 

23 

R/l 

50 A 

EFI MAIN、EFI N 日.2 、 EFI N 0.3. 

IG 2、 IGN 、 MET、HORN 


^ ^ : 1 NR - FE エンジン搭載車 （Stop & Sta けシステム装着車) 


286 


















4-2. 簡単な点検-部品交換 


エンジンルーム（ヒューズボックス B ) 



CTH43AT224 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EU-DRL 

15 A 

— 

2 

S-HORN 

10 A 

— 

3 

H-LP MAIN 

7.5 A 

ヘッドライト、自動光軸調整システム 

4 

H-LP RH HI 

10 A 

ち側ヘッドライト（八イビーム） 

已 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドライト（八イビーム)、 

メーター 

巨 

H-LP RH LO 

10 A 1 

ち側ヘッドライト（口ービーム） 

1 已 A 2 

7 

H-LP LH LO 

10 A 1 

左側ヘッドライト（ロービーム)、光 
軸調整ダイヤル 

1 已 A 2 

左側ヘッドライト（口ービーム） 


^1:デイスチャージへツドライト非装着車 
^2 :デイスチャージへツドライト装着車 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

TAIL N 0.2 

10 A 

車幅灯、尾灯、番号な、フォグライ 
卜、 EFI システム 

2 

PANEL 

己 A 

スイッチ照明、メーター照明 

3 

DOOR R/R 

20 A 

パワーゥィンドゥ 

4 

DOOR P 

20 A 

パワーゥィンドゥ 

已 

ECU - I 白 N 0.1 

己 A 

冷却フアン、 U ヤウインドウデフォッ 
ガー、エレクト U ックパワーステア U 
ング、メインボデー ECU、VSC 

6 

ECU - に N 0.2 

己 A 

A 目 S 、 VSC 、 自動光軸調整システム、 
Stop Si Start システム 

7 

A/C 

7.5 A 

エアコン、 U ヤウインドウデフォツ 

ガー、フ□ントワイパーデアイサー、 

PTC ヒーター 

扫 

GAUGE 

10 A 

後退口、アクティブトルク 4 WD シス 
テム、シフト□ックシステム、オート 

マチックトランス5ッシヨン、オー 

ディオ、ナビゲーシヨンシステム、ノく 

ノラマルーフシェード、 EFI システム 

9 

WASHER 

1 己 A 

ウオツシヤー 

10 

WIPER 

20 A 

フロントワイパー 

11 

WIPER RR 

15 A 

U ヤワィパー 

12 

DOOR R/L 

20 A 

パワーゥィンドゥ 

13 

DOOR 

20 A 

パワーゥィンドゥ 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ヒュースを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P . 270) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

■バッテリーか5の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

CIG 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

]已 

ACC 

己 A 

メインボデー ECU 、 ドア5ラー、 
オーディオ、ナビゲーシヨンシステ 
ム、シフト□ツクシステム 、 Stop & 
Start システム 

16 

D/L 

25 A 

パワードア□ックシステム 

17 

0巨 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

18 

TAIL 

20 A 

車幅丹、尾灯、番号灯、フォグライ 
卜、 EFI システム 

19 

FOG RR 

7.5 A 

— 

20 

STOP 

7.5 A 

EFI システム、スマートエント U — & 
スタートシステム、 A 目 S 、 VSC 、 制 
動口、八イマウントストップライト、 
シフト□ツクシステム 

21 

AMI 

7.5 A 

始動系 

22 

FOG FR 

ISA 

フォグライト、メーター 

23 

SHADE 

2 己 A 

パノラマルーフシエード 

24 

4 WD 

7.5 A 

アクティブトルク 4 WD システム 

2已 

S - HTR/WELCAB 

10 A 

— 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■電球（バルブ）を交換ずるとさは 

この車両に指定されているトヨタ純正品のご使用をおすすめします。 

一部の電球は過電流を防止する専用回路に接続されているため、この車両指定 
のトヨタ純正品しツ外は使用でをない場合びあります。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量！;(がのヒューズ、またはヒューズ1；(がのちのを使用しないで<ださ 
い。 

♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してくださし、。 

♦ヒュ ーズやヒューズボックスを改造しないでください。 


A ま意 

■ヒュ ーズを交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けて < ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているとさは、新しい電池に交換してください。 

■用意ずるをの 

• マイナス ドライバー 

• U チウム電池 

- CR 2016 (スマートエント U -& スタートシステム非装着車) 
- CR 1632 仅マートエント U -& スタートシステム装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
非装着車） 

カバーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 

ボタンびはずれないよラに、ボタ 
ン面を下にしてください。 




モジュールを取0出ず 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



モジュールカバーをはずし消耗 
した電池を取0出ず 


新しい電池は+極を上にして取0 
付けます。 


MRI 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は、+極を上にして取 
り付けます。 


EHm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


白知識 

■リチウム電池 CR 2016 (スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）、 
CR 1 色32 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でをます。 

■電池が消耗していると 

なのよラな状態になります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム（スマートエント U -& スタートシ 
ステム装着車)、ワイヤレス機能び作動しない 

♦作動距離び短<なる 

■モジュールをちどずときは（スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車) 

モジュールをちどすとさは、真上から置い 
てください。横から滑らすよラに置くと、 
キーボタン作動び正常に働かないことびあ 
ります。 



手順 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■交換 後、正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

参 電池し U 外の部品に、面れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の捕給 


液面が FULL の位置より下にある 
とをウォッシャー液を補給する 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。 

ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、エンジンなどにかか 
ると出火するおそれびあ D を険です。 


A ミち意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめち 

必要に応じて水でラすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ 
シャー液の容器に表示してあるず結温度を参考にしてください。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に交換してください。 

■交換のしかた 

固画[でスマートエントリ ー &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる。 

スマートエントリ ー &スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる。 



/ / /心 CTH43AT265 



CTH43AT269 


グ□ーブボックスを開さ、ダン 
パーステーのピンをはずず 


グ□ーブボックス車両外側面を 
内側に巧して上部のツメをはず 
す 


グ□ーブボックス下部のツメを 
はずして取0はずず 


29己 





































4-2. 簡単な点検-部品交換 


フィルターカパーを取0はずず 


I お Ml 6 I フィルターを取りはずし、新しいフィルターと交換ずる。 

「下 UP 」 マークの矢印び上を向くように取り付けます。 

IflMTI 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


曰知識 

■エアコンフィルターの交換について 

エアコンフィルターは下記の時期を目安に交換してください。 

20000 km [1 0000 km * ] ごと 

※大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少、したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


A ま意 

■エアコンを 使用ずるとをのま意 

♦フ イルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることがあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 

♦フイ ルターは、交換するタイプです。 

水洗いやエアブ□一による清掃はしないでください。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


298 



トラブルび起をた 6 5 


日-1.まず初めに 

故障したときは . 300 

非常点滅灯 . 301 

発炎筒 . 302 

けん引について . 304 

フューエルポンプ 
シャツトオフシステム ....... 310 

イベントデータ 

レコーダー . 311 


己- 2. 緊急時の対処法 

警告打がついたとさは . 313 

パンクしたとをは 
(応急用タイヤ装着車） ...... 320 

パンクしたときは 
(タイヤパンク応急修理 

キット装着車） . 332 

エンジンびかからない 

ときは . 349 

シフトレバーがシフト 

でをないとさは . 3已1 

キーを無くしたときは . 352 

電子キーび正常に働かない 

とさは . 3已3 

バッテリーが 

あびったとさは . 356 

オーバーヒートした 

とさは . 362 

スタックしたとさは . 3目已 

車両を緊急停止ずるには ..... 367 
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已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 



非常点滅灯を点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
(一 P ' 301) 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知日せるため使用しまず。 



高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いてくださ 
い。（法的にち義務付け日れてい 
まず。） 



緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図します。 UP . 302) 
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5-1. まず初めに 

巧ち点滅'な 


事故や故障のとさなどにお使い<ださい。 


スイツチを巧ずとすべての方向 
指示巧び点滅し、をラー度巧ず 
と消なしまず。 



A を意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 




























己- 1. まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時に使用してください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅！打と併用してください。 



日力手席足元の発炎筒を取0出ず 



本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、ずり薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 


口知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、新しいちのに交換してください。 
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5-1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるため危険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けた D 、 近付けたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 






5-1. まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者に依頼ください。 
■けん引されるとをは 



車体に傷びつかないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 


手順 


25 m 内 



□ープの中央に白い巧を付ける 

布の大ささ： 

0.3 m 平ち （30 cm X 30 cm ) 
上 


が m 3 1 けん引される車両のエンジンをかける 

スマートエント U — &スタートシステム非装着車： 

エンジンがかからないときは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 
にして < ださい。 

スマートエント U — &スタートシステム装着車： 

エンジンがかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をアクセサリーモードまたはイグニッション日 N モードにして<ださい。 

图 a 互けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動灯にミち意し、□ープをたるませないよラにし 
て < ださい。 
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5-1 .まず初めに 


I けん引ずる前に 

:欠の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 

• エンジンはかかるび車び動かない 
• 異常な音びずる 


[緊急時のけん引 


U ヤの固縛用フックを累急用フッ 
クとしても使用できます。 

雪の巧さだまりなどでスタックし 
て走行でさなくなったとさに累急 
的に他車に引っ張り出してちらラ 
とさに使用ずるちのでず。他車を 
けん引ずることはでさません。 



トラプルび起さたら 


已 

〇 

3 




















5-1. まず初めに 


[けん引フックの取り付け方 





フタの左側を巧しなびらマイナス 
ドライバーを挿し込みフタをはず 
す 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
してください。 


けん引フックを巧に挿しこみ輕く 
しめる 


ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 
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已 -1 .まず初めに 


白知識 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 

■けん引フックの収納位置 

けん引フックはツールトレイまたはツールボックス内に収納されています。 
(一 P . 320, 332) 


A 警告 

■車両を 運搬ずるとさは （4 WD 車） 

必ず4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。駆動装置び焼を付をを起こ 
したり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 

また、駆動系部品び故障したと思われるとさは、必ず4輪を持ちあげて運搬し 
て < ださい。 

■けん 引中の運転について 

• けん引を行5とさは細むの注意を仏ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けてください。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦スマー トエント U -& スタートシステム非装着車：エンジンスイッチを OFF 
にしないでください。 

スマートエント U -& スタートシステム装着車："エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん引されるまは、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなったりします。 
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トラプルび起きたら 







5-1. まず初めに 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるとき 

指定の位置にけん引フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかり取り付けないとけん引時にはずれてしまい、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■ 4WD (4 輪駆動）車をけん引ずるとさは 

4輪とち持ちあげた状態で運搬して<ださ 
し、。前輪または後輪だけ持ちあげたけん引 
は絶対にしないで<ださい。駆動装置び焼 
を付をを起こしたり、車びトレ ツカー （台 
ま）から飛び出すおそれびあります。 


■ FF (前輪駆動）車をけん引ずるとさは 

前輪び接地した状態でけん引しないで<ださい。4輪とち持ち上げた状態で運 
搬するか、前輪だけを持ち上げた状態でけん引して<ださい。 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはなのことを必ずお守りください。 

-ワイヤー□-プは使用しない 
-连度30 km / h し U 下、距離80 km しツ内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦この 車で他まやボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 
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5-1 .まず初めに 


A ミち意 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 





5-1. まず初めに 

フユーエル ポンプシャツトオフシステム 


エンジンが止まってしまったときおよび SRS エアバッグ作動時は、 
フユーエル ポンプシャッ ト オフシステムび作動し、燃料供給を停止 
し、燃料ちれを最ル限におさえまず。 



システムび作動したあと、エンジンを始動ずるには、次の手順に従ってく 
ださい。 


スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 


手順 


のエンジンスイッチを " ACC " または " LOC に’にずる 


手順 


互エンジンを再始動ずる 


スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

him 11 "エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
または OFF にずる 
臣画司エンジンを再始動ずる 


么 ミち意 


■エンジンを 始動ずる前に 

燃料供給の停止を解除するとをは、燃料ちれびないことを十分確認して<ださ 
し、。 
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己- 1. まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピューターを搭載し 
ていまず。このコンピューターはシステムが正常に作動していること 
を診断ずると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記 
録ずるイベントデータ レコーダー （ EDR ) を装備していまず。 


1" 記録ずる データ 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに次のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 

♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランス S ッションのシフトポジション 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 


トラプルび起さたら 
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5-1. まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を次の場合を除き、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

• 統計的な処理を行ラなどの、使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関などに提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告巧がついたとまは 


警告灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のよラに対 
処してください。点巧•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現まび再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

なの警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して<ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）’^ 

•ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消なすれば正常です。 


バーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 

パーキングブレーキをかけたまま、車速び巳 km / h しツ上になると警告ブヴーび鳴0 
ます。 


[ただちに停車してください。 

なの警告は、お車へのダメージや思わめ危険を巧くおそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 

し申 

:滅•点よ 

T ) 

高水温警告な 

ガソ U ンエンジン冷却水高温異常 （^ P . 362) 
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トラプルび起さたら 




































5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに点検を受けてください。 

なの警告は、放置ずるとシステムび正し<働かず、思わめ危険や故障を 
招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッシヨン電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付をシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告な 

. ABS の異常 

-ブレーキアシストの異常 （ VSC 装着車） 


@! 


パワーステアリング警告な（警告ブザー） 

EPS (エレクトリックパワーステアリング）の異常 


因 


スリップ表示な* 

VSC システム、 TRC システムの異常 


4 WD 


4WD 警告巧* 

4 WD システムの異常 
(点滅したとさ^ P . 316) 




デイスチャージへッドライトオートレべリング警告な* 

自動光軸調整システムの異常 


の 

(点滅） 


クルーズコント□ール表示む* 

クルーズコント□-ルシステムの異常 


314 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































5-2. 緊急時の对処法 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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警告灯 

警告な名-警告内容 


の 

OFF 

(点滅） 


Stop & Start キャンセル表示灯 ■* 

Stop & Start システムの異常 

( St 叩 & Start システム非作動時は点灯します。 ^ P . 16 已） 

(1 

る 

5 秒間黄 
点滅） 

色 

スマートエントリー & スタートシステム表示巧* 

スマートエント U —&スタートシステムの異常時に警告ブザー 
ととわに1已秒間黄色に点滅します。 


トラプルび起さたら 















5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

なの警告はそれぞれの対処ち法に従って処置し、警告好が消打するのを 
確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


を 


半ドア警告な 
(警告ブザー）^1 

いずれかのドアが確実に開 
まっていない 

全ドアを開める 


曲 


燃料残量警告な 

燃料の残量 
(約己.8 L じ(下） 

燃料を補給 


ぶ 


シー ト ベル ト非 着用警告な 
(警告ブザー）^ 2 

運転席-助手席シートベルト 
の非着用 

シートベルトを着巧する 
助手席乗員がいるとさは、助 
手席乗員ちシートベルトを着 
用して < ださい。 


4WD 

(点滅） 


4 WD 警告巧* 

駆動系の発熱 

(点灯のみのとを 一 P. 314) 

スピードを落としてな速走行す 
るまたはエンジンをかけたまま 
停車する 


半ドア走行時警告ブザー： 


各ドアが確実に閉まっていない状態のまま、車速が已 km/h になると警告ブ 

ヴーび鳴0ます。 

2シートベルト非着用 警告 ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速が約20 km/h 上になると、警告 
ブヴーが1回鳴ります。その後ち運転席•助手席シートベルト非着用のまま3日 
秒を経過すると、3日秒間断続的に鳴り、さらにブヴーの音びかわ0 9日砂間鳴0 
ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 































5-2. 緊急時の对処法 


Iただちに処置してください （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

なの警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告巧び消なずるのを 
確認してください。 


警告ブヴー 

警告打 

警告な名-警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

連続音 

連続音 

( 

«■ 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 
スタートシステム表示む* 

シフトレバーび P しツ外の 
状態で、"エンジンスター 
ト ストップ" スイッチを 
OFF にせずにキーを持ち 

出したまま運転席ドアび開 
開された 

■シフト レバーを P 
にする 

■ 電子キーを車内にわ 
どす 

1回 

3回 

( 



スマートエントリー& 
スタートシステム表示な* 

シフトレバーび P の状態 
で、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にせずに電子キーを持ち出 
したまま運転席ドアび開閉 
された 

"エンジンスタート 

ストップ"スイッチ 
を日 FF にするまたは 
電モキーを車内にち 
どす 

要を点滅） 

スマートエントリー& 
スタートシステム表示な* 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチび OFF し U が 
の状態で運転席1；(かのドア 
び開閉され同柔ちび電子 
キーを持ち出した 

電テキーを車内にち 
どす 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラプルび起さたら 























5-2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 

警告打 

警告な名-警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1 回 

連続音 
(10 
砂間） 

( 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 
スタートシステム 表示な* 

"エンジンスタートストッ 
ブスイッチを OFF にせ 
ずに、電子キーをがに持ち 
出してドアを施錠しようと 
した 

"エンジンスタート 
ストップ"スイッチ 
を OFF にしたあと、 

再度施錠する 

1 回 

— 

二 

る 

:1 己秒智 
奪色な滅 

1 

) 

スマートエントリー& 
スタートシステム 表示な* 

電子キーを携帯していない 
状態でエンジンを始動しよ 
うとした 

電子キーを携帯して 
エンジンを始動する 

目回 

— 

( 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 
スタートシステム 表示な* 

正規の電モキーび車室内に 
ない状態で走行をはじめた 

車室内に電子キーが 
あるか確認する 

1 回 

— 

三 

«• 

:1 已秒間 
看色な滅 

] 

) 

スマートエントリー& 
スタートシステム 表示な* 

電テキーの電池残量がかな 

い 

新しい電池と交換す 
る UP. 291) 

1 回 

— 

1る1 

(1 已秒間緑 
色に早点滅） 

スマートエントリー& 
スタートシステム 表示な* 

ステア U ング□ックが解除 
でをなかった 

ステア U ング□ック 
を解除する 

UP. 125) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































5-2. 緊急時の对処法 


警告 ブヴー 

警告打 

警告な名-警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1 回 

— 


スマートエントリー Sl 
スタートシステム表示な* 

•メカニカルキーで解錠し 
て"エンジン スター トス 
トップ"スイッチを押し 
た隙、車室内でキーを検 
出でをなかった 
-"エンジン スター トス 
トップ"スイッチを押し 
たとを車室内でキーを検 
出でをないことが 2 回連 
続で続いた 

ブレーキを踏みなが 
ら電テキーで、"エン 
ジン スター トストッ 
プ"スイッチをふれ 
る UP. 353) 

る1 

(30 秒間黄 
色点滅） 


口知識 

■パ ワー ステアリング警告な/警告ブ ザーについて 

バッテ U —の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下びった場合に警告 
打び点灯し、警告ブヴーび鳴ることびあります。 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラプルび起さたら 
















5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（応急用タイヤ装着車) 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 

(タイヤについての詳しい説明は P . 261を参照ください） 

■ ジャッキで車体を持ちあげる前に 

• 地面び固<平日な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■ 工具とジャッキ位置 
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5-2. 緊急時の対処法 



トラプルび起きたら 


託 




















5-2. 緊急時の对処法 


[応急用タイヤの取り出し方 


アジヤスタブルデッキボード装着車 （ FF 車) 



アジヤスタブ j レデッキボードを持 
ち上げ、固定ずる（一 P . 2已 1) 


デッキボードとツールトレイを取 
りはずず 

スペーサーを取りはずし、タイヤ 
を取り出ず 
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5-2. 緊急時の对処法 


アジヤスタブルデッキボード非装着車 （ FF 車） 

デッキボードを取りはずず 




ル物入れとツールトレイを取りは 
ずす 

スペーサーを取0はずし、タイヤを取 
D 出す 



デッキボード-ツールトレイ•ル 
物入れを取りはずず 

スペーサーを取0はずし、タイヤを取 
D 出す 
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トラプルび起さたら 








































































5-2. 緊急時の対処法 


I パンクしたタイヤの交換 




CTH52AT171 


輪止め’ X をずる 


交換するタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


&輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 

ホイールキャップをはずず’^ 

傷び付くのを防ぐため、図のように巧 
などをきいて保護してください。 

^スチールホイール のみ 


ナツトを少し(約1回転）ゆるめる 
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5-2. 緊急時の对処法 




ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャツキ溝をジャツキセツト位置 
にしつか0かける 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にしてください。 


トラプルび起さたら 


已 

2 

3 



























5-2. 緊急時の対処法 


[応急用タイヤの取り付け 



ホイール接触面の巧れを而を取る 
ホイール接触面がミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ0ます。 


臣画互タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 


スチールホイールをかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<当たるまでまわず 
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5-2. 緊急時の对処法 


アルミホイールをかえるとさ 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<当たるまでまわず 


車体を下げる 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 已0 k 有 f • cm ) 


居画司ずベての工具•ジャッキ-交換したタイヤを収納ずる 
4 WD 車：ル物入れはラゲージルーム内に収納してください。 
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トラプルび起さたら 






















5-2. 緊急時の对処法 


白知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
み使用してください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P . 375) 

■雪道-凍結路で前輪びパンクしたときは 

BUM 1 I 後輪を応急用タイヤと交換する 

egiii 21パンクした前輪をはずした後輪と交換する 

E3IM 31タイヤチェーンを前輪に装着する 

■ホイールキャップを取り付ける時は（スチールホイール装着車） 



タイヤのバルブ（空気口）に切り欠をを合 
わせてホイールキヤップを確実に取り付け 
て < ださい。 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専用になっているため、他のまには使用しないでください。 
♦同時に 2つ!;(上の応急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速-急ブレーキ-急減を-急旋回は避けて<ださい。 

■応急 用タイヤを収納ずるとさは 

ボディと応急用タイヤとのあいだに、指などを挟まないよラにミ主意してくださ 
い。 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、なのシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS 

♦ブレーキ アシスト 

• VSC 

•TRC 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km / h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ D を険です。 
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トラプルび起さたら 





5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取 D 扱いを誤ると、車両び落下して重大な傷害におよぶか最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守りください。 

♦ジャ ッキはタイヤ交換-タイヤチェーン取り付け'取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため、他の車両 
に使ったり他の車両のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

♦ジャ ッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車両の下に体を入れない 
♦ジャ ッキで支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を柔せたまま車両を持ちあげない 

♦車両を 持ちあげるとさは、ジャッキの上または下にものを載せない 
♦車両を 持ちあげるとさは、タイヤ交換でをる高さし i (上にあげない 
♦車両の 下にちぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意して<ださ 
い。 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやフレーキまわりなどにはふれないでください。 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

-ホイールの交換後は、すぐに103 N . m ( lOSOkgf . cm ) の力でナッ 
卜を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナットを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける。 

(一 P ' 264) 


A ま意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着時にくらべ車高び化くなっています。段 
差を柔りこえるとをは注意してください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチてーン装着 

应急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 


トラプルび起きたら 







5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（タイヤパンク応急修理キット装着ま) 


タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤが搭載されて 
いません。 

タイヤわり（ンクしたときにタイヤ/(ンク応急修理キットで応急修理 
ずることびでさまず。おやねじなどび刺さった程度の軽度な/(ンクを 
応急修理できまず。（パンク補修液1本につき、応急修理できるタイ 
ヤは1本でず。）パンクしたタイヤの損傷状況により、応急修理キッ 
卜では応急修理できない場合がありまず。（一 P . 335) 

タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理-交換につ 
いては、トヨタ販売店にご相談ください。タイヤパンク応急修理キッ 
卜による応急修理ホ、一時的な処置でず。できるだけ早くタイヤを修 
理•交換してください。 

■ 応急修理ずる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをしっか0かける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 
■ タイヤパンク応急修理キット位置 



332 


























5-2. 緊急時の对処法 


■タイヤパンク応急修理キットの内容、各部名称 I 
ボトル 

パンク補修液を入済ラベル 



速度制限_ 
ラベル 




トラプルび起さたら 


3 

3 

3 























5-2. 緊急時の对処法 


コンプレッサー 



空気圧計 


CTH52AT026 
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5-2. 緊急時の对処法 


[応急修理ずる前に 


応急修理をする前に、タイヤ損傷 
の程度を確認ずる 

-タイヤに刺さっている釘やね 
じなどは抜かないで<ださ 
し、抜いてしまラと巧び大を 
くなりずざ応急修理び出来な 
くなることびありまず。 

•ノ（ンク補修液び漏れないよラ 
にずるため、パンク箇所び分 
かっている場合は、パンク箇 
巧び上になるよラに車両を移 
動して < ださい。 


白知識 

■ liTF のときは、応急修理キットでは応急修理でをません。トヨタ販売店にご連 
絡ください。 

♦タイヤ空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 

♦タイヤ側面など、接地面しツがに穴や損傷びあるとを 

♦タイヤびホイールから巧らかにはずれているとを 

♦タイヤに 4 mm 上の切り傷や刺し傷びあるとを 

♦ホイールび破損しているとを 

♦ 2 本！;(上のタイヤびバンクしているとを 

♦1 本のタイヤに2箇所し U 上の切り傷や刺し傷びあるとを 

• 補修液の有効期限びをれているとを 
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5-2. 緊急時の对処法 


[タイヤパンク応急修理キットの取り出し方 


163动11 I ち側のフ□ントシートを前へ移動させる（一 P . 已1 ) 



留め具を取りはずしツールボック 
スを取り出ず 



タイヤパンク応急修理キットを取 
り出ず 


33巨 





















5-2. 緊急時の对処法 


応急修理ずるときは 

固画田応急修理キットをツールボックスから取り出ず 





パンクしたタイヤのバルブか5バ 
ルブキャップを取りはずず 


ボトルの保護フィルムをはびし 
ホースを のばず 

ポトルの ホースから 空気逃びし 
キャップを取りはずず 

ボトルに同封されているパンク補修 
液を入巧ラベルは所定の位置へお0 
付けます。 ( お till 91 へ) 

空気逃びしキャップは再度使用する 
ため、なくさないように保管してくだ 
さい。 

ボトルのホースをパンクしたタイ 
ヤのバルブに接続ずる 

ホース先端を時計まわ0に回して 
しっか0と最後までねじ込む。 
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5-2. 緊急時の对処法 



コンプレッサーのスイッチが OFF 
である事を確認する 



CTH52AT144 


コンプレッサーの電源プラグをは 
ずす 



コンプレッサーの電源プラグをア 
クセサ U — ソケットに差し込む 
(一 P' 240) 



速度制限ラベルをはびず 
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5-2. 緊急時の对処法 



出 

-1 



し© 

J 


付属のラベル2枚を図のよラにそ 
れぞれ貼0付ける 

ホイールのミちれや水分を十分におさ 
取ってからラベルを貼り付けて<だ 
さい。ラベルを貼り付けることがでを 
ない場をは、トヨタ販売店にてタイヤ 
を修理 • 交換するとをにノ V" ンク補修液 
を入済であることを必ずお伝え < だ 
さい。 


ボトルをコンプレッサーに接続す 
る 

左の図のように、ボトルを真直ぐコン 
プレッサーに挿入•接続し、ボトルの 
突起がケースの溝にしっかり含って 
いるか確認してください。 
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5-2. 緊急時の对処法 



臣画固エンジンを始動ずる 



タイヤの指定空気圧を確認ずる 
運転席側の空気圧ラベルで巧認する 
事びできまず。 （^P. 37巳） 


コンプレッサーのスイッチを ON 
にし、パンク補修あと空気を充慎 
する 
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5-2. 緊急時の对処法 



空気圧び指定空気圧になるまで空 
気を充慎ずる 

n スイッチ ON 直後は、パンク補 
修巧を注入ずるため、一時的に 
空気圧計び急上昇ずる 
01 分程度りを温の場合は5分程 
度）で実際の空気圧表示になる 
且指定空気圧になるまで充慎ずる 
(一 P ' 375) 

空気圧は、コンプレッサーのスイッチ 
を OFF にして確認してください。空 
気の入れすぎにま意して、指定空気圧 
になるまで充慎•確認を繰0返してく 
ださい。 


3巳分しツ上充慎してわ指定空気圧にな 
日ない場合は、応急修理でをません。 
卜3夕販売店にご連絡ください。 

空気を入れずぎたとさは、指定空気圧 
になるまで空気を抜いてください。 
344) 

因画固コンプレッサーのスイッチび OFF である事を確認した上で、ア 
クセサ U — ソケットから電源プラグを抜< 

バルブからボトルのホースを取りはずず 

ホースを取りはずすときにノ（ンク補修液び漏れる可能性びありまず。 
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5-2. 緊急時の对処法 


巨画图バルブキャップを応急修理したタイヤのバルブに取り付ける 



ボトルのホース先端に空気逃がし 
キャップを取0付ける 

空気逃がしキャップを取0付けない 
とパンク補修液が漏れ、お車びちれる 
可能性があ0ます。 


手順 


圆一旦、ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルームに 


収納する 


臣画固タイヤ内のパンク補修あを均等に広げるために、直ちに約已 km 、 
安全に走行ずる（速度 80 km/h LU 下） 



走行後、ボトルの ホースから 空気 
逃びしキャップを取りはずし、再 
度応急修理キットを接続ずる 


手順 


旦 



コンプレッサーのスイッチを約已 
砂す马 ON にし、 OFF にしてから空 
気圧を確認ずる 

n 空気圧び130 kpa 未満の場合： 
応急修理でさません。トヨタ販 
売店にご連絡ください。 

0 空気圧び130 kpa LU 上、指定 
空気圧未満の場合：已画国へ 
且空気圧び指定空気圧（一口. 
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375) の場合：已画圏へ 


































5-2. 緊急時の对処法 


巨画国コンプレッサーのスイッチを ON にして指定空気圧まで空気を充 
慎し、再度約 5 km 走行後にあらためて固画^から実施ずる 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取0付ける 

空気逃びしキャップを取0付けない 
とバンク補修液び漏れ、お車びミちれる 
可能性びあ0ます。 


因画国ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルームに収納 
する 

臣丽罰 急ブレーキ、急加速、急八ンドルを避け、慎重に 80 km / hLU 下 
で運転してトヨタ販売店へ行さまず。 

タイヤの修理-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 












5-2. 緊急時の対処法 


曰知識 


■空気を入れずざてしまったときは 

EaiM 11タイヤからボトルのホースを取りはずす 



ボトルのホース先端に空気逃びしキャップ 
をかぶせ、キャップのま起部をタイヤのバ 
ルブに押しあて、空気を抜く 


tiM 31ボトルのホースから空気逃びしキャップを取りはずし、ホースを再接 
続する 

tim 41コンプレッサーのスイッチを数砂間 ON にし、 OFF にしてから空気圧 
計を確認する 

指定空気圧より化いとさは、再度コンプレッサーのスイッチを ON に 
し、指定空気圧になるまで空気を充慎して<ださい。 

■応急修理をのタイヤのバルブについて 

応急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換して<ださい。 

■応急修理キットの点検について 

パンク補修液の有効期限の確認は定期的に行って < ださい。 

有効期限はボトルに表示されています。 

有効期限びされたパンク修理液は使用しないで<ださい。応急修理キットによ 
る修理び正常にでさない場合びあります。 
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5-2. 緊急時の对処法 


■応急修理キットについて 

♦応急修理キットは自動車タイヤの空気充慎用です。 

♦バンク補修液には有効期限びあります。有効期限はボトルに表示されていま 
す。有効期限びされる前に新しいボトルに交換してください。交換について 
はトヨタ販売店にご相談ください。 

♦パンク補修あボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理できます。使用したパン 
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談<ださい。コンプレッサーは、繰 
返し使用でをます。 

♦か気温度び-30で〜60でのとをに使用でをます。 

♦応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズし i (がの夕 
イヤや他の用途には使用しないでください。 

♦パンク補修液び巧服に付着するとシ5になる場合びあります。 

♦パンク補修液びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる 
おそれびあります。めれた巧などで速やかに拭を取ってください。 

♦応急修理キット作動中は大をな音びしますび故障ではありません。 

♦タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないで<ださい。 


トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■タイヤび パンクしているときは 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でちバンクしたタイヤで走行すると、タイヤおよびホイールび損傷し 
修理でをなくなります。パンクした状態で走行を続けると、タイヤ側面に円周 
状の溝びでさる場合びあります。この状態で応急修理キットを使用すると、夕 
イヤび破裂するを険びあります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットはち側のフロントシートの下に収納してください。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび飛び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦応急修理 キットはお客様の車専巧です。他の車には使わないで < ださい。他の 
車に使ラと思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦指定 タイヤサイズし U 外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク 補修ミ夜について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、直ちに医師の診察を受けて<ださい。 

♦もし 目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ 
し、。それでも異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させる 

♦走行 直後、ホイールやブレーキまわりなどには触れないでください。 

走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性びあるため 
手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤを 車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続 
して<ださい。ホースの接続び不十分な場合、空気び漏れた0、パンク補修液 
び飛散したりするおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

♦パンク 補修液ま入中にボトルのホースびがれると、圧力でホースび暴れ大変ち 
険です。 

♦空気 充眞後は、ボトルのホースを取りはずすとをや空気を抜くときにパンク補 
修液び飛散する場合びあります。 

♦作業 手順に従って応急修理を行って < ださい。 

手順通りに行わないとノ f ンク補修液び噴出する場合びあります。 

♦破裂のを 険びあるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れて< 
ださい。タイヤに亀裂やを形び発生している場合、直ちにコンプレッサーのス 
イッチを切り、修理を中止してください。 

♦広 急修理キットは長時間作動させるとオーバーヒートする可能性びあります。 
40分しツ上連続で作動させないで < ださい。 

♦応急修理 キットび作動すると部分的に熱<な0ます。使用中または使用後の取 
り扱いにはミち意して < ださい。ボトルとコンプレッヴー接続箇所付近の金属部 
分はとくに熱くなるので触れないでください。 

♦速度制限 ラベルは指定位置し:!がに貼らないで<ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限ラベルを貼ると、 SRS エアバッグ 
び正常に作動しなくなるおそれびあります。 

■補修 液を均等に広げるための運転について 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦化 速で慎重に運転してください。とくにカーフや旋回時にはま意してくださ 
い。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、運転を中 
止し、し:!下を確認してください。 

-タイヤを確認してください。タイヤびホイールから外れている可能性びあ 
ります。 

-再度空気圧を測ってください。130 kPa 未満の場合はタイヤび大をなダ 
メージを受けている可能性びあります。 
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5-2. 緊急時の对処法 


A ミち意 

■応急修理を ずるときは 

♦タイヤに 刺さった封やねじを取り除かずに応急修理を行ってください。取り 
除いてしまラと、応急修理キットでは応急修理びでをなくなる場合びありま 
す。 

♦応急修理 キットに防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよラ 
にして使用してください。 

♦砂地な どの砂埃のをい場所に直接置いて使用しないで < ださい。砂埃などを吸 
い込むと、故障の原因になります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC12V 専用です。ほかの電源での使用はでをません。 

♦応急修理 キットにガソ U ンびかかると劣化するおそれびあります。ガソ U ンび 
かからないよラにしてください。 

♦応急修理 キットは砂埃や水を避けて収納してください。 

♦応急修理 キットはち側のフロントシートの下に収納し、お子さまび誤って手を 
触れないよラごま意ください。 

♦分解、 改造などは絶対にしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え 
ないでください。故障の原因になります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 121, 128) に従っても、エンジン 
がかか6ないとさは、巧のことを確認してください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 

+ 日 A 
场口 

なの原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

♦燃料を吸いこみずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 121, 128) に従って、エンジンをか 
けて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
まず。（一 P . 79) 

■ スターターびゆっくりまわる/室内な-へッドライトび暗い 
/ホーンの音びルさい、または鳴5ない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 3已已） 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターびまわらない（スマートエントリー&スタートシ 
ステム装着車） 

電装品の断線ゃヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びでさまず。 UP . 3已 0) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターがまわ5ない/室内な- へッ ドライトが点なしな 
い/ホーンび鳴らない場合 

LU 下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

参バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 3已日） 

• スマートエント U -& スタートシステム装着車：ステアリング 
□ ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびねか5ないとを、あるいは処置をしてもエンジンびかか5な 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


I 緊急始動機能 （ スマートエントリ ー S スタートシステム 装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、次の手順でエ 
ンジンび始動ずる場合びありまず。累急時じ(外は、この方法で始動させ 
ないで < ださい。 

mm ノ（ーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
因画の シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
固画回"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
にずる 

固圆[互ブレーキペダルをしっかり踏んで"エンジンスタートストップ" 
スイッチを約1已秒じ(上巧し続ける 

上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考え日れまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


3已〇 












5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーがシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、巧の方法でシフトレパーをシフトずるこ 
とがでさまず。 

16311111 1 I ノ ( ーキンヴブレーキをかける 

固画回スマートエント U -& スタートシステム非装着車：エンジン 
スイッチを " ACC " にずる 

スマートエント U -& スタートシステム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチをアクセサ U —モードにずる 
Ifeiltdl 3 1ブレーキペダルを踏む 

シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだは、レ 
バーを シフトできます。 



トラプルび起さたら 


巧 
















5-2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか6、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることがでさまず。 

( 一 P. 22) 
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5-2. 緊急時の対処法 

電子キ-が正郎齡、なりとまは(ス7-卜 I ントリ -& スタ-トシステム装試) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 33)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使用できなくなりまず。このような場合、巧の手順 
でドアを開けたり、エンジンを$台動したりずることびでさまず。 


[ドアの解錠-施綻 


メカニ カルキー (一 P . 22) を使つ 
て次の操作びでさまず。 

n 全ドア解錠 
曰全ドア施綻 
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5-2. 緊急時の対処法 


I エンジン始動の方法 

固画田シフトレバーび P の状態でブレーキペダルをしっかり踏む 

電モキーのトヨタエンブレム面 
で、"エンジンスタートストップ" 
スイッチにふれる 

イグニッシヨン ON モードへ切り 
かわ0まず。 


カスタマイズ機能でスマートエント U — &スタートシステムをキャンセ 
ルしたとさは、アクセサ U —モードへ切りかわりまず。 

ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチを 
巧すと、モードを切りかえることびでさまず。（スイッチを巧ずごとに 
モードび切0かわ0まず。） 

固画!]ブレーキペダルをしっかりと踏み込んで、スマートエント U -& 
スタートシステム表示灯び緑色に点打していることを確認ずる 
固画0 " エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
処置をしてち作動しないとさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の对処法 


白知識 

■ エンジンの停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押します。 

■電池交換について 

ここで説明しているエンジンの始動ち法は一時的な処置です。電池び切れたと 
をは、ただちに電池の交換をおすすめします。（一 P . 291) 

■スマートエントリ ー& スタートシステムにてドアの施錠-開錠ができないとき 
は 

メカニカルキーまたは、ワイヤレスリモコンでドアの施錠-開錠をしてくださ 
い。 

■電子キーび正常に働かない場合について 

カスタマイズ機能でスマートエント U -& スタートシステムびキャンセルに 
なつていないことを確認してください。 

スマートエント U -& スタートシステムびキャンセルになつている場合には、 
解除してください。（カスタマイズー覧 一 P . 378) 


トラプルび起さたら 


已 

已 

3 





5-2. 緊急時の対処法 

パッテリーびあがつたとをは 


バッテリーびあがつた場合、巧の手順でエンジンを始動ずることがで 
さまず。 


ブースターケーブルと^2 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 


m でボンネットを開ける（一 P . 26已) 



ゴムチューブの端をツメからは 
ずしてか日、カパーをはずず 


3已巨 




























5-2. 緊急時の对処法 


1 NR - FE エンジン搭載車 



バッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを;欠の順 
につなぐ 

□ ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッテ U —の+端モにつなぐ 
且赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端テにつなぐ 

□ 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつな 
ぐ 

□黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —から離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
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トラプルび起さたら 









































5-2. 緊急時の対処法 


1 NZ - FE エンジン搭載車 



バッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを;欠の順 
につなぐ 

□ ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッテ U —の+端モにつなぐ 
且赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端テにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつな 
ぐ 

Q 黒色のブースターケーブルのちラー方の端をバッテ U —から離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 


3已 S 




































5-2. 緊急時の对処法 


固画囚救援車のエンジンをかけ、回転をかし高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

固醒司スマートエント U -& スタートシステム装着車は、"エンジン 
スタートストップ"スイッチび OFF の状態でいずれかのドア 
を開閉する 

固画固スマ-トエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチを 
いったん " ON " にしてから自車のエンジンをかける 
スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 
救援車のエンジン回転を維持したまま、"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをいったんイグニッシヨン ON モードに 
してから、自車のエンジンをかける 
因画0自車のエンジンび始動した日、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 



カバーをちどし、ゴムチューブ 
の端をツメにかける 


エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、 
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トラプルび起さたら 



































5-2. 緊急時の対処法 


□知識 — — 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやエアコンの電源を切って<ださ 
い。 

♦お蒲などで長時間止まっているとをは、不必要な量装品の電源を切ってくだ 
さし、。 

■バッテリーびあびったとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 

とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーびあびったとをの留意事項（スマートエントリ ー& スタートシステ 

ム装着車） 

♦バッテ U - びあびった直後はスマートエント U -& スタートシステムによ 
るドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤ 
レスリモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠をしてください。 

♦バッテ1」一びあびったあとの、最初のエンジン始動は失敗することびありま 
す。2回目しツ降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではありませ 
ん。 


♦車両は常に"エンジンスタートストップ"スイッチの状態を記憶していま 
す。バッテ U - あびり時、バッテ U - 脱着後は、車両はバッテ U - びあびる 
前の状態に復帰します。バッテ1」一を脱着する際は、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF にしてから行ってください。 

バッテ U - あびり前の"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態び不 
明の場合、バッテ U —接続時はとくにま意してください。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをな くなる おそれびあ0 
ます。（バッテ U - は走行中に自動で充電されます） 
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5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、火や火花び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブースター ケーフルは正しい端子または接続箇所し U がに接続しない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端テを絶対に接触させない 

♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを必 
ずお守りください。 

♦バッ テ U -を取り扱うときはな護メガネを着用し、あ（酸）び皮膚 • 巧服 • 車体 
に付着しないようにする 

♦必要し i (上に、顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着した D 目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ U —の支柱.ター=ナル-その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
♦お テさまをバッテ1」一に近付けない 

■車の 損傷を防ぐために 

車両を押したり、引いたりして始動させないでください。 

触媒コンノ（ーターび過熱し、火災の原因になるおそれびあります。 


A ミち意 

■ブー スターヶーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分ま意してください。 
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トラプルび起さたら 







5-2. 緊急時の対処法 

才ーパーヒートしたとをは 


才一八’ーヒートしたと さは： 

固画王]車を安全な場所に止め、ェアコンを止める 
固画回ェンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止する。蒸気び出なくなったら、ま意してボンネッ 
卜を開け、ェンジンを再始動する 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
店面 ai 可 ラジェーター冷ま D 用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

高水温警告灯び消灯してか日ェンジンを停止ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 
固醒互ェンジンび十分に;令えてか日、；令却水の量やラジェーターコ 
ア部（放熱部）のを却水ちれを点検ずる 

1 NR - FE エンジン搭載車 
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5-2. 緊急時の对処法 


1 NZ - FE エンジン搭載車 



因画司冷却水び不足している場合は、を却水を補給ずる（一 P . 373) 
冷却水びない場合は、応急措置として水を補給してください。 

1 NR - FE エンジン搭載車 



1 NZ - FE エンジン搭載車 



早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 











































5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■才ーパーヒートとは 

次の状態がオーバーヒートです。 

♦高水温警告灯が点滅または点灯した 0、エンジン 出力が低下する 
♦エンジンルームから 蒸気が出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦エンジンび かかっているとをは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
い。 

♦エンジン およびラジエーターび熱いラちはラジエーターキャップを開けない 
で < ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。 


A ミち意 

■を 却水を入れるときのミち意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空區したり埋まり込んで動けな 
くなったときは;欠の方法で脱出してください。 

FF 車（前輪駆動） 

固画のパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止ずる 

固圆1司タイヤ前後の±や雪を取0除< 

固画回タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固圆1互エンジンを再始動ずる 

固!！[可 シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなび日アク 
セルを踏む 

S - VSC 装着車 ： TRC . VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC または 
VS 巳を停止してください。 （^ P . 177) 

4 WD 車 （4 輪駆動） 

固画でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P にしてエンジン 
を停止する 

固醒司タイヤ前後の±や雪を取0除< 

国醒司タイヤの下に木や石などをあてびラ 

因醒互エンジンを再始動し、 4 WD オートモードになっていることを 
確認ずる（一 P . 1 74) 

固醒司シフトレバーを D または R に確実に入れ、ミち意しなびらアク 
セルを踏む 


トラプルび起さたら 












5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■脱出ず るとをは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後方に飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ トランスミッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、必要 L ツ上にアクセルペダルを踏まないでください。 
♦上記の 方法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要でず。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5なくなったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

Enm ブレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離ち長くな0ます。 

m 司シフトレバ-を N に入れる。 

シフトレバーが N に入った場合 

因醒司減速後、車を安全な道路脇に停める。 

因醒互エンジンを停止ずる。 

シフトレパーが N に入5ない場合 

msmj ] ブレーキぺダ j レを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 

スマートエント U —&スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC " にして、エン 
ジンを停止ずる。 


スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを3 
秒じ(上巧し続けるか、素早く 3 
回じ(上連続で巧してエンジンを 
停止ずる。 
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因画[司車を安全な道路協に停める。 


トラプルび起きたら 




















5-2. 緊急時の对処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを停止ずるとをは 

♦ブレーキの 効をび悪くな D 八ンドルび重くなるため、車のコント□ールびしに 
くくなりを険です。エンジンを停止する前に、十分に減まするよラにしてくだ 
さい。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルび 
ロックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

^ンテナンスデータ 
(油脂類の容量と 
銘柄など） . 370 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 378 
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已 -1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 油脂類の容量と銘柄など） 


使用ずるオイルの品質により、お車の寿命は著しく左ちされまず。卜 
ヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめし 
まず。トヨタ純正油脂む外を使用される場合は、それぞれの油脂に相 
当ずる品質のちのをご使用ください。 


[燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギ ユラー ガソ 1」ン 

42 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル 

SN 0 W -20 《• 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -2 日 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -3 日 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W - 吕〇 

トヨタ純正モーターオイル SN 1 0 W -30 
—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 1 OW -30 

INR-FE 

3.2 

3.4 

1 NZ-FE 

3.4 

3.7 


* 0 W -20 は新車時に充慎されている、省燃費性に優れるオイルです。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SN / RC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。なお 、 ILSAC 
規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサックサーティ 
フィケーシヨン）マークび付いていまず。 



n API マーク 

□ ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、が気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



ホ気温(で） 


ITIOIL02 


^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、省燃費性に優れるオイルでず。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていま 
す。 W の前の数値びルさいほどを場や寒冷時のエンジン始動び容易 
になりまず。 

• 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さをおしていまず。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適していまず。 
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6-1 .仕様一! 


I フジ！一夕一 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント 
凍結な証温度 
濃度300/〇 -12 て： 

濃度已0% -3 己て： 

1 NR-FE 

4.7 

1 NZ-FE 

己.0 


[才ートマチックトランス三ッシヨン 


銘柄 

エンジン 

駆動方式 

容量 [ L ] 
(参考値） 


1 NR-FE 

FF (前輪駆動） 

日'已〇※ 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

1 NZ-FE 

FF (前輪駆動） 

8.09 《 


4 WD (4 輪駆動） 

7.98* 


^交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 
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6-1 .仕様一覧 


Iリヤデイファレンシャル （4WD 車のみ) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 已 SAE 8已 VV - 白 0) 

日.己日 


[トランスファー （4WD 車のみ) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API 白 L - 己 SAE 8己 VV - 目 0) 

日.4已 


I ブレーキ 

■ ブレーキペタル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間*1 

78 


^1エンジン回転時に吕日0 N (30 .目 k 旨 f ) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小 
値 

■ ブレーキフルード 


銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力294 N (30 k 邑りのときのノッチ※2数 

リヤドラムブレーキ 

7〜1日 

リヤディスクブレーキ 

8〜11 


^2 ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 
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V リブドベルト （1 NZ - FE エンジンのみ） 


ウオツシヤ • 


I タイヤ • ホイール 


容量 [ L ] 慘考値） 

寒;令地仕様車 

2.3 

寒を地仕様車を除< 

1.8 


項目 


基準値 [ mm ] 


たねみ量 



巧力目 8 N (1 日 kgf ) (冷間時） 


12.5 〜 13.5 


タイヤサイズ 

エンジン 

ホイール 

サイズ 

タイヤが 
冷スている 
とさの空気圧 
kPa (k 旨/ cm ビ） 

標準 

タイヤ 

175/60 R 16 82 H 

1 NR-FE 肝） 

16 X 己 
1/2」 

230 (2.3) 

1 NZ-FE 肝） 

1 NZ-FE (4 WD ) 

185/60 R 16 86 H 

1 NZ-FE 肝） 

応急用 
スペア 
タイヤ 

T 12 己/ 70 D 1 目目目 M 

1 NR-FE 

16 X 4 T 

420 (4.2) 

1 NZ-FE 


6-1 .仕様一 


車両仕様 


37已 


































6-1 .仕様一覧 


[電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 

ディスチャージへツドライト非装着車 

(バルブタイプ： H4) 

ディスチャージへツドライト装着車 

八イ ビーム （バルブタイプ： H11) 

□ービーム （デ ィスチャージへ ツドライト） 

60/已已 

己己 

35 


車幅な 

己 


フ□ントフォグライト* (バルブタイプ： H11) 

已已 

車外 

フ□ントち向指示兼非常点滅灯 

21 

U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動な/尾な 

1NR-FE エンジン搭載車 

1 NZ-FE エンジン搭載車 

21/己 

LE が 


後退灯 

16 


八イマウントストツプライト 

1_ED 《- 


番号な 

己 


インテ U アライト 

8 

車内 

バーソナルライト* 

8 

パーソナル/インテ U アライト* 

8 


ラゲージルームライト 

己 


夕： LED は、 Li 旨 ht Emittin 旨 Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発光電子素子 


です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






















両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

NSP120 

1 NR-FE 

(1.3L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

NCP120 

1 NZ-FE 

(1 .己 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

NCP12 己 

4WD (4 輪駆動） 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覧（才ートエアコン装着ま) 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備び付いていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびできま 
ず。詳し<はトヨタ販売店へお問い合わせください。 

機能によっては、他の機能と連動して設定びかわるわのわあ0ます。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 
(^P. 2己） 

スマートエント U — &ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 
間 

30秒 

6日秒 

12日秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー音量調 
整） 

レベル己 

レベル日〜7 

半ドア警告ブヴー 

あ0 

なし 

連続してでさる施錠操作の 
回数 

2回 

無制限 

ワイヤレスドア 

□ック 
(一 P. 39) 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 
間 

3日秒 

6日秒 

12日秒 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 
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日- 2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ワイヤレスドア 

□ック 
(^ P . 3目） 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U — Si スター 
トシステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント IJ -& スタートシ 

ステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

ライト自動点 
口 -消ロシステ 

ム 

(^ P . 1己 3) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル吕 

レベル！〜己 

ライトを点なするまでの 
時間 

標準 

長め 

周囲の明るさにより、エア 
コンのボタンの表示灯の照 
度を自動減光するためのセ 
ンヴーの感度調節 

0 

+ぶ 1 

周囲の明るさにより、減光 
したエアコンのボタンの表 
示なの照度をもとにちどす 
ためのセンサーの感度調節 

0 

+- 苗 

イル5ネーシヨ 

ン 

(^ P . 227) 

消巧までの時間 

1已砂 

7. 已秒 

3日秒 

解錠時の作動 

あ0 

なし 

エンジンスイッチ日 FF 後 
の作動 

あ0 

なし 

接近時のルームライトの点 
な（スマートエント U -& 
スタートシステム装着車の 
み） 

あ0 

なし 


夕1一側：減光び遅くなる 
+側：減光び早<なる 
夕2—側：わど0び早くなる 
+側：わど0び遅くなる 
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6-2. カスタマイズ機能 


380 



さ < いん 


略語一覧 . 382 

五十音順さくいん . 383 

症状別さくいん . 393 
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膀理一曽 

アルファべット巧語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

4WD 

4ホイールドライブ 

A 巨 S 

アンチ□ックブレーキシステム 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

FF 

フロントエンジンフロントドライブ 

INT 

インター5ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ1」ティコント□-ル 
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五十音順さ < いん 

五十音順を<いん 






アームレスト . 

241 


ウォッシヤー 


アイド U ングストップ 



あの浦給 . 

. 29已 

アイド U ングストップ時間... 

151 


スイッチ………….....…… 

]已9, ] 巨] 

SMART STOP . 

163 


タンク容量………… ....... 

37已 

Stop S Sta けキャンセル 



をの前の準備.点検.... 

....... ....183 

表示灯 . 

] 巨已 


運転 


Stop S Start システム . 

163 


寒;令時の運転 . 

. 183 

Stop Si Start 表示灯 . 

112 


正しい 姿勢 . 

. 80 

アクセサリーソケット . 

240 


手川日 

110 

アジャスタブルデッキボード.… 

248 




アンチ□ックブレーキ 


曰 

エァコン 


システム . 

176 


オートエアコン . 

. 194 

アンテナ . 

2 已 4 


フィルターの交換..…… 

....... ....29巨 




マーユアルエアコン.… 

....... ....188 

イグニッシヨン 



エァバッグ 


スイッチ . 121,128 


SRS エァバッグ . 

.... ..… .....82 

イベントデータレコータ’一 . 

311 


一般的な警告… ............ 

..............87 

イル S ネーテッド 



お子さまのためのま意 

..............87 

エントリーシステム . 

227 


カーテンシールドエアバッグに 

インテ U アライト 



関する警告 . 

. 87 

W 数 . 

37巨 


力ーテンシールドエアバッグの 

スイッチ . 

228 


作動条件 . 

. 84 

インナーミラー . 

...68 


改造-分解 . 

. 90 




^告巧 . 

. 314 

ウインカー 



サイドエアバッグに 


........................................ 

37巨 


関する警告..…………… 

..............87 

スイッチ..……………….... .......... 

139 


サイドエアバッグの 


電球の交換 . 

270 


作動条件..… ............... 

........ ..… .84 

ウインドウ 



作動条件 ....................... 

..............83 

ウオ ッ シャー…….... . 1已日, 

161 


正しい 姿勢………………. 

..............80 

パヮーウィンドウ.….... .......... 

...71 


配置.............. ................. 

........ ..… .82 

U ャウインドウ 



エレクトリックパワー 


デフ オッ ガー . 

20] 


ステアリング . 

. 176 

ウインドウ□ックスイッチ ........ 

...71 




ウ オー ーングライト . 

313 
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五十音順さ < いん 


エンジン 

イグニッシヨン 

スイッチ . 121,12扫 

エンジン回転計 . 142 

エンジンびかからない . 349 

エンジン警告な . 314 

エンジンスイッチ ........ 121,128 

才ーノくーヒート . 362 

かけで . 121,128 

ボンネット. .. 26已 

エンジンイモビライザー 

システム . 79 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検.……….….183 
.................... …… .371 

巧 応急用タイヤ 

空気圧 . 37已 

スペアタイヤ . 320 

オーディオ 

AUX 端モ . 223 

CD プレーャー . 208 

MP 3/ WMA ディスク . 214 

アンテナ . 2巳4 

才ーディオ . 204 

ステア U ングスイッチ…………224 
iJIM .......................................... 221 

ラジオ......… . .….206 

オートエアコン . 194 


才ート7チック 
トランスミッション 
7速スポーツシーケンシャル 


シフトマチックモード ...... ...134 

オート7チックトランス 

S ッシヨン . 131 

シフトレバーび 

シフトでさない . 3己] 

オートレべリングシステム . 1已巨 

才ーバーヒート（エンジン） ........ 362 

オープナー 

給油 □. 7已 

バックドア.……… ...............46 

ボンネット… ............................ 2巨已 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ.…… 7] 
エアバッグに関する警告 ....... ....87 

お子さまのシートベルト 

着用 . 63 

キーの電池に関する警告 ........ 294 

シートベルトに関する警告 ....... 64 

チャイルドシート . 100 

チャイルドシートの固定 ........ 100 

チャイルドプ□テクター . 44 

バッテ U —に関する警告 ........ 3巨] 

パノラマルーフシェードに 

関する警告.……... . ………244 

パワーウインドウに 

関ずる警告……. ... .74 

オドメーター . 142 
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五十音順さ < いん 


E 力-テンシ-ルドエアバッグ ........ 82 

買い物フック . 232 

列気温表示 . 239 

カスタマイズ機能 . 378 

ガソリンスタンドでの情報 . 39日 

カップホルダー . 234 


曰キ 


エンジンスイッチ........121,128 

キ ー ....................................... ......22 

キーナンバー..… . …………….22 

キーレスエント U — ………… ...... 39 

キーを無< した…………………. . 3已2 
電モキー.…… ..................... ……….22 

電モキーの電池び切れた…….. 353 

メカニカルキー . 22 

ワイヤレスドア□ック . 39 

給油 □. 7已 


緊急時の対処 

エンジンびかからない...………349 

オーバーヒートした . 362 

キーの電池び切れた . 3已3 

キーを無くした . 3已2 

警告なびついた . 313 

けん弓1 . 304 

故障したとさは . 300 

シフトレバーび 

シフトでさない . 3己] 

車両を緊急停止する . 367 

スタックした . 3巨巳 

電子キーび 

正常に働かない . ….3已3 

発炎筒………...………………………302 
バッテリーびあびった...………3已6 
パンクした..…….………………….332 


38已 


I 




































五十音順さ < いん 


Q 空気圧（タイヤ） . 37已 

空調（エアコン） 

オートエアコン . 194 

フィルターの交換 . 29色 

マニュアルエアコン . 188 

区間距離計 . 142 

量り取り 

フ□ントウインドウ 

ガラス . 188.197 

U ャゥィンドゥ 

デフォッガー.… ....................201 

クルーズコント□ール . 171 

グ□ーブボックス . 232 

囚計器 

メーター . 142 


警告打 

4 WD .............314 

SRS ェアバッグ . 314 

アンチ□ツクブレーキ 

システム . 314 

エンジン . 314 

エンジンオイル圧力 . 313 

クルーズコント□-ル 

表示口 . 314 

高水温警告な . 313 

シートベルト非着用 . 316 

充電 . 313 

スマートエント U — 技 

スタートシステム ...... 314, 317 

ス U ップ表示灯 ....... ……………..314 

ディスチャージへツドライト 

オートレべリング . 314 

燃料残量.…………. .....................316 

パワーステアリング . 314 

半ピア . 316 

プ U テンシヨナー . 314 

ブレーキ . 313 

ブレーキアシスト . 314 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 316 

パワーステア U ング…………….314 
半 K ア. ......................................3] 巨 

ブレーキ.......……………………… .3] 3 

化粧用 S ラー . 237 

けん弓1 . 304 
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五十音順さ < いん 


曰交換 

キーの電池..……………………..… 29] 

タイヤ . 320 

電球 . 27曰 

ヒューズ . 283 

工具 . 332 

後退灯 

W 数 . 37巨 

電球の交換 . 270 

コートフック . 242 

子供専用シート . 91 

ル物入れ . 249 

コンライト 

(自動点打•消打装置） . 1已3 

巧 サイド王アパック’ . 8吕 

サイドターンシグナルライト 

レバー . 139 

坂道発進補助機能 . 166 

サンシェード 

パノラマルーフ . 243 

サンバイザー . 23巨 


n シ-卜 

正しい 姿勢………… . ….80 

チヤイルドシートの固定 ........ 100 

手入れ.. ..... ….2已8 

フ□ントシートの調整.. ...... .......己] 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 己] 

へッドレスト . 已7 

U ヤシートの調整 . 已2 

U ヤシートの調整に関する 

警告 . 已日 

シートベルト 

お子さまの着巧...……………………63 
緊急時シートベルト 
固定機構.…… ............................ 臣3 

シートベルト警告な.……………3 ] 目 
シートベルト 

プ U テンショ ナー . 62 

清掃-手入れ . 258 

正しい着用 . 已9 

チヤイルドシートの固定 ........ 100 

調整 . 已9 

妊娠中のかたの着巧 . 63 

非着用警告な . 316 

室内打 

W 数……...……37巨 
スイッチ……… .......................228 

シフトレバー 

オート7チックトランス 
ミッション..…….……… ....... ....131 

シフトレバーび 

シフトでさない . 3已1 
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五十音順さ < いん 


シフト□ックシステム . 3已1 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 267 

車載ジャッキ . 320 

ジャッキ八ンドル . 320 

車幅灯 

W 数 . 376 

電球の交換 . 27曰 

ライトスイッチ . 153 

車両型式 . 377 

車両仕様 . 370 

又納装備 . 230, 24白 

助手席アッパーボックス . 234 


巧 スイッチ 

4 WD オートモード 
スイッチ . 174 

イグニッシヨン 

スイッチ . 121,128 

ウインドウ□ック 

スイッチ . 71 

エンジンスイッチ . 121,128 

ドア□ックスイッチ . 42 

八ヴードライトスイッチ ........ 301 

パドルシフト 

スイッチ . 134,136 

パヮーウインドウ 

スイッチ ...........................71 

非常点滅丹スイッチ……………. 30] 
フォグライトスイッチ ........ .…1已8 

ライトスイッチ .................... ....1已3 

ワイパー&ウォッシヤー 

スイッチ . 159,161 

スタック 

スタックした . 3巨巳 

ステア IJ ングアシステッド 
ビークルスタビリティ 

コント□ール . 176 

ステアリングホイール 

調整.….......... ................................67 

スピードメーター . 142 

スペアタイヤ . 320 

スペック . 370 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンの始動.............. ...... ....121 

ドアの施錠-解錠 . 2巳 
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五十音順さ < いん 


日清掃 

外装 . 2已4 

シートべ J レト . 2巳吕 

内装 . 258 

制動灯 

W 数 . 376 

電球の交換 . 270 

積算距離計 . 142 

洗車 . 254 

前照灯 

W 数..… .................................... 376 

スイッチ .. 153 

ディスチャージへッドライト 
に関する警告……….………….. 282 
電球の交換… ........................ ….27日 

H 速度計 . 142 

ちタィャ 

応急修理キット . 332 

空気圧 . 37已 

交換 . 320 

スペアタイヤ...………… ............ 320 

チェーン . 183 

点検 . 261 

ノ くンクした.……………......………332 

パンク修理剤..… . .………...332 

冬巧タイヤ……… .. 183 

□ —テーシヨン ... 261 

タコメーター . 142 


巧 チェ-ン（タイヤチェ-ン） ........ 183 

チャイルドシート 

侶日 FIX バーでの固定 . ....103 

シートベルトでの固定.. ...... ....101 

チャイルドプ□テクター . 44 

駐車ブレーキ . 140 

e ッ-ル . 320 

ち手入 n 

外装 . 2已4 

シートベ J レト . 2已9 

内装… ..... .2已召 

テールランプ 

.............................376 

スイッチ... ....................... 已3 

電球の交換………… . ....270 

デッキフック . 248 

デッキボード . 248 

電球 

W 数 . 37己 

交換 . 270 

電子キー 

電子キーの電池び切れた ........ 3已3 
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五十音順さ < いん 


H ドァ 

ドアガラス..…………………………. .7] 

ドアミラー . 69 

ドア□ック . 2巳，3曰. 42 

ドアガラス . 71 

ドア巧一 

調整 . 69 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 
システム.…...…. .................... ….7曰 

時計.. ................... …… . …238 

トラクシヨンコント□-ル . 176 

トリップメーター . 142 

ち荷物 

積むとさのミち意 . 181 

囚燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報.…396 

給油 . 75 

種類 . 370 

燃料計 . 142 

...... .……..370 


IP パ-キングブレ-キ . 140 

パーソナルライト 

W 数..… ............ …… ...................376 

スィッチ. .. 228 

八ザードライト 

スイッチ . 301 

発炎筒 . 302 

パックアップライト 

W 数 . 376 

電球の交換 . 270 

バックドアオープナー . 46 

パッテリー 

バッテリーびあびった………… 3 已目 
冬の前の準備点検……….……….183 

バニティ S ラー . 237 

パノラマルーフシ: L ー ド . 243 

バルブ 

W 数.……….………… . ..…376 
交撰 . 270 

パヮーゥィンドゥ . 71 

パンク 

パンクした . 332 

番号灯 

W 数 . 376 

電球の交撰 . 270 

八ンドル 

調整.…......………………………………巨7 
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五十音順さ < いん 


BI ビ-クルスタビリティ 

コント□ール . 176 

ヒーター 

オートエアコン . 194 

マニュアルエアコン . 188 

非常点滅打 

スイッチ . 301 

尾灯 

W 数 . 376 

スイッチ..……………….... ...........] 已3 

電球の交換………………..…… .....270 

ヒューズ . 283 

表示灯 . 146 

巧 フォグライト 

W 数 . 376 

スイッチ . 158 

電球の交換 . 270 

フック 

買い物フック . 232 

けん引フック . 304 

コートフック . 242 

冬巧タイヤ . 183 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 140 

ブレーキアシスト . 17日 

フ□アマット . 246 

フ□ントシート 

iJiM ............................................. 51 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数..… ..................... …….……..376 

電球の交換………………....………27日 

レバー . 139 


フ□ントフォグライト 

W 数.……….…… ...... 376 

スイッチ…………...…..........…... .1 已8 

電球の交撰 ........................... .…270 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 203 

H へッドライト 

W 数 . 37巨 

スイッチ .] 已3 

ディスチャージへッドライト 

に関する警告 . 282 

電球の交撰 . 270 

へッドレスト 

調整.….... ............................... .......己7 

Hi ホイール . 261 

ち向指示灯 

W 数…………………….. ... 376 

スイッチ . 139 

電球の交換 . 270 

ホーン . 141 

ボトルホルダー . 231 

ボンネッ[- . 26己 

0ミラ- 

インナー S ラー . ............68 

ドア S ラー.… . ............69 

バニテイ S ラー ..........237 

なメ-夕- 

メーター.…………………… ...... ....142 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 370 
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五十音順さ < いん 



4 WD オートモードスイッチ ...... 174 

ライセンスプレートライト 

W 数 . 37巨 


電球の交換 . 270 


ライト 


W 数 . 376 

室内阿 . 227 


電球の交換………………………… . 27日 
パーソナルライト.………………228 

八ヴードライト . 301 

非常点滅な.……………… ..... .......301 


フオグライト .] 已8 


へッドライト… ........................] 已3 

ち向指示灯 .... 13曰 


P リヤウインドウデフォッガ- ...... 201 


リヤシート 

調整 . 已2 

前倒し . 已3 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 37巨 

電球の交換 . 270 

レバー . 139 

ra 冷却* 

冬の前の準備-点検 . 183 

容量 . 373 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート.…….362 


E 3 ヮィパ- 

スイッチ...... ...... 已9,161 

ワイパーデアイサ ー..... . ....203 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 2曰] 

リモコン . 39 


392 
































症状別さくいん 

症が別さ<いん 


タイヤびパンクした \ 

P.32 日 
P.332 

パンクしたとさは 



\ 

P. 349 

エンジンがかからないとさは 

エンジンがかからない > 

P. 79 

エンジンイモビライヴーシステム 

/ 

P.3 巳目 

パッテリーがあがったときは 



シフト レバーび 動かない > 

P. 351 

シフトレバーがシフトできないとき 
は 


高水温警告好び 
点滅-点打した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを 無 < した 


バッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


めかるみや砂地などで 
動けな<なった 


P.3 日2 

キーを無くしたとさは 


P.3 巳目 

バッテ U- びあびったときは 


P.2 巳 

スマートエント U —&スタートシステム 

P.39 

ワイヤレスリモコン 

P. 42 

ドア 


P.3 目日 

スタックしたとをは 
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症状別さくいん 



■警告打一覧 


(©) 

フ レーキ 警告な 

P. 313 

口 

充電警告な 

P. 313 


油圧警告灯 

P. 313 


高水温警告な 
(点滅.点口） P. 313 

o 

エンジン警告な 

P. 314 

が 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告な P. 314 

(©) 

ABS & ブレーキ アシ 
スト 警告な P. 314 


0! 

パワーステアリング 
警告灯 P. 314 

因 

ス U ップ表示な 

P. 314 

4WD 

4WD 警告な 

P . 314, 316 

讀 D 

ディスチヤ-ジへッドライ讨-卜 
レべリング警告な P. 314 

の 

クルーズ コント □ール 表 
示火](点滅） P. 314 

を 

半ドア警告な 

P. 316 

曲 

燃料残量警告 G 

P. 316 
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症状別さくいん 


么Iシートベルト非着用 
ベ?' 警告灯_ P . 316 


^ I Stop S Start キャンセル 
OFF 表术口（点滅） P. 314 


1ストに'ノト1」-&スタ-トシス 
テム表示打廣阐 P - 314.317 


警告音び鳴った 


■警告灯の点灯や点滅を確認ください。（一 P . 313) 


■警告灯の点打や点滅びないとさ、または車がで警告音び鳴った 
とさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P. 3日 

P . 129 

P . 1己6 

車外に出たとを 

P. 30 

スマートエント IJ-& スタート 
システムで□ックセンサーにふ 
れたとを 

P. 30 

ワイヤレス機能で□ックスイッ 
チを押したとを 

P. 3日 

P. 4日 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチを押したとさ 

P. 吕日 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 137 

シフトダウンしたとさ 

P . 137 

ブレーキを踏んだとを 

P . 11己 

D ポジションでのパドルシフト 
スイッチ操作時または M ポジ 
ションで走行しているとを 

P . 137 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 



P . 26已 


総由 □ 


P . 7已 



燃料の容量 
(参考値） 

42 L 

燃料の種類 

P . 370 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

P . 37已 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 

TNR - FE エンジン車： 3.2 L 

1 NZ - FE エンジン車： 3.4 L 
オイルとフィルター交換時 

1 NR - FE エンジン車： 3.4 L 

1 NZ - FE エンジン車： 3.7 L 

エンジンオイルの種 
類 

トヨタ純正モーターオイル 

• SN 0 W -20 (A 円 SN ， RC/ILSA 巳 GF - 己 ， SAE 0 W -20) 

• SN 5 W -20 (A 円 SN ， RC/ILSA 巳 GF - 己 ， SAE 巳 W -2 日） 

• SN 5 W -30 (A 円 SN ， RC/ILSAC GF - 己， SAE 5 W -30) 

• SN ] 0 W -30 (A 円 SN ， RC/ILSAC GF - 己， SAE 1 0 W - 
3 日） 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通’ フリーコール 

踊 0800-700-7700 

オープン時間 3 防曰 9 :日日〜 18 :日 0 

所在地〒做]- 0002 名古屋巿中が区ち邸四 T 目 10 の 27 
第二豊田ビル西館 7 階 

「個人情報保護方針」については、 
http:// 而 w.toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社: 

http://toyota.Jp 
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